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令和4年度 南魚沼市ふるさと納税実績報告
� 【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課　☎773・6659

 ふるさと納税とは？ 
　ふるさとや応援したい自治体を選んで寄附を行
い、自治体からは感謝の気持ちを贈る制度です。
　全国の多くの寄附者から応援を受け、令和4年
度も南魚沼市に多大な寄附をいただきました。寄
附金はお礼の品代や送料などの経費を差し引いた
残りを「ふるさと応援活用基金」に積み立てて各
事業に活用します。

 寄附金の活用事例 

　このほか、「2．地域社会を支える人づくりコース」に4億4,899万2,000円、「6．あかるい自治のまち
づくりコース」に4,002万6,944円、「7．国際大学応援と交流の推進コース」に3,124万7,000円、「8．
市長におまかせコース」に19億1,963万8,000円の寄附をいただきました。
　また、「多世代交流拠点整備事業」クラウドファンディングに549万2,000円の寄附をいた
だきました。
　市ウェブサイトで活用事業の詳細を掲載しています。右のQRからご覧ください。

令和4年度 寄附金額
50億8,391万2,444円
　参考（寄附金額）
　　令和3年度� 45億 21万6,064円
　　令和2年度� 33億9,327万 133円
　　令和元年度� 17億2,886万2,905円

１�．安心して暮らせる福祉のまちづくりコース
寄附額　13億7,748万5,000円
活用額　1億3,0935万円
介護人材確保緊急5か年事業（2年目）
　市内の介護施設などに就職した人への就職支援
金や、ケアマネジャーの継続支援金を支給。
出生率向上緊急5か年事業（2年目）
・めごちゃん祝い金
　市の活性化とお子さんの健やかな
成長を願い、市での子育てを応援す
るための祝い金を支給。

３.豊かな自然づくりコース
寄附額　7億1,542万9,000円
活用額　2,447万4,000円
ふるさと里山再生整備緊急5か年事業（1年目）
　里山の災害防止や、森林資源の再生・保全のた
め、集落周辺の荒廃した里山整備への補助。

４�．‌安全・快適でうるおいのある生活が
できるまちづくりコース

寄附額　2億763万1,000円
活用額　8,505万8,000円
子育て応援店舗等改装工事補助金
　飲食店、宿泊
施設のバリアフ
リー改装工事へ
補助。

５．力強い産業のまちづくりコース
寄附額　3億3,797万1,500円
活用額　7,301万7,000円
南魚沼産コシヒカリの販売促進事業
・農/KNOW THE FUTURE（第4弾）
　「職業選択肢としての農業の推進」「農業を契機
とした南魚沼市への移住定住促進」「観光業を始
めとした各種産業
の活性化」など、
農業全体、南魚沼
市全体への効果の
波及をめざす。

整備前 整備後
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 令和5年度の活用事業 
　ふるさと納税活用事業を身近で感じてもらえるよう、
令和5年度は道路工事看板などに記載しています。ぜひ、
ご覧ください。

 南魚沼市への寄附状況 
　寄附に対するお礼の品として、南魚沼産コシヒカリをはじめ、地酒やワイン、スイカ、きのこ、伝統工芸
品などの特産品や宿泊券を市内事業者の協力で贈っています。
　質の高いお礼の品によって全国でも高い寄附リピート率となっており、着実に市の魅力が全国に広がって
います。

　今後も引き続き、ふるさと納税を通して地場産業の振興や地域のPRによる観光入込客数増加、市へ
の移住などをめざしていきます。

みなさんからの
応援メッセージ

（一部抜粋）
　新潟に遊びに行くと、必ず南魚沼
産のお米を購入します。
　本当においしいお米で、食べるた
びに幸せな気持ちになります。

　自然とお米とお酒、そして人と、
いつも応援しています。

　スキーやキャンプなどのアウトド
アレジャー目的で訪れることが多く、
自然環境や、その事業を支えてくだ
さる地元の方々を少しでも応援させ
ていただければと思い、寄附します。
いつも楽しく遊ばせていただいてあ
りがとうございます。

　隣県出身なのでコシヒカリは身近
ですが、南魚沼産は別格だなぁと憧
れていました。今回、ふるさと納税
のご縁でお米をいただくことになり、
届くのが楽しみです。　　
　近年の異常気象もあり、農作業は
苦労が絶えないと思いますが、この
寄附で少しでも力になれたらうれし
いです。頑張ってください！

　以前、南魚沼グルメマラソンに参
加したことがあります。美しい自然
の中を走り、ゴール後においしいご
はんを腹いっぱい食べたことが思い
出されました！ 今後も、おいしい
お米を作り続けていただきたい、そ
んな思いを込めて、寄附します！
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 市の財産  （令和4年度末現在）
土地 2,109万3,708㎡
建物 31万5,601㎡
有価証券 4億3,100万円

 市債の残高  （令和4年度末現在）
一般会計 303億9,270万円
水道事業会計 70億4,479万円
病院事業会計 44億8,322万円
下水道事業会計 243億 218万円

合　　計
（前年度比）

662億2,289万円
（△46億8,287万円）

財政調整基金 28億8,641万円
減債基金 1億  395万円
合併振興基金 33億7,280万円
文化・スポーツ奨励棚村基金 7,123万円
国際交流及び文化スポーツ基金 7,646万円
ふるさと応援基金 34億7,999万円
ふるさと応援活用基金 24億　650万円
人材育成及びリゾートオフィ
ス・田園都市構想松井基金 6億6,245万円

その他 15億1,473万円
合　　計

（前年度比）
145億7,452万円

（＋20億3,672万円）

 主な基金の現在高  （令和5年5月末現在）

水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 17億6,492万円 16億9,536万円
資本的収支 4億7,635万円 15億5,934万円
計

（前年度比）
22億4,127万円
　 （＋4,946万円）

32億5,470万円
（△7,334万円）

病院事業会計 収　入 支　出
収益的収支 56億5,994万円 57億8,297万円
資本的収支 3億4,179万円 6億1,708万円
計

（前年度比）
60億 173万円

（＋1億5,582万円）
64億 5万円

（＋2億9,384万円）
※�病院事業会計は、市民病院とゆきぐに大和病院の
合計の数値です

下水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 32億6,115万円 32億1,169万円
資本的収支 18億4,640万円 28億2,881万円
計

（前年度比）
51億 755万円

（△6億6,313万円）
60億4,050万円

（△4億7,636万円）

公営企業会計決算総額
（収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み）

歳入 394億9,535万円 　 前年度比 　△9億1,877万円� 2.3％減　➡
歳出 369億8,353万円 　 前年度比 　△17億8,417万円� 4.6％減　➡

一般会計決算総額

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
国民健康保険 54億5,727万円 54億 749万円 4,977万円
後期高齢者医療 6億1,451万円 6億 550万円 901万円
介護保険 67億6,010万円 65億1,680万円 2億4,330万円
城内診療所 1億 930万円 　9,164万円 1,766万円
※端数調整の都合で表示値と計算値が整合しない場合があります（以降同様）

 特別会計内訳 

歳入 129億4,118万円 　 前年度比 　△1億2,489万円� 1.0％減　➡
歳出 126億2,143万円 　 前年度比 　△2億 121万円� 1.6％減　➡

特別会計決算総額

令和4年度 決算報告　～南魚沼市の令和4年度決算が、
� 市議会で認定されました～

� 【問合せ】財政課 財政係　☎773・6671
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 目的税の使途状況 
入�湯税　環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設などの整備や観光振興に要する費用に充てるため、
入湯客に対して課税しています。

令和4年度収入額：3,011万円
事業区分 事業費 入湯税充当額 充当事業の内容

環境衛生設備の整備 4億1,323万円 518万円 可燃ごみ処理施設の整備など
消防施設などの整備 1億8,351万円 82万円 ポンプや消火栓、仮眠室の改築、消防車両の整備など
観光施設の整備 817万円 135万円 八海山登山道の整備

観光振興 1億5,565万円 2,276万円 観光PR業務、道の駅南魚沼管理運営費、観光協会
運営費補助、観光イベントへの補助など

※目的税は、地方税のうち一定の政策目的を達成するため、使い道を決めて課税するものです

 令和4年度決算に基づく健全化判断比率など 
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和4年度決算に基づく健全化判断比率と
公営企業会計の資金不足比率を算定し、9月定例議会に報告しました。いずれも早期健全化基準を下回って
おり、財政状況は健全であるといえます。
健全化判断比率（基準より低い数値であるほど、財政状況が健全であると判定されます）� （単位：％）

健全化判断比率
南魚沼市 早期

健全化
基準

財政
再建
基準

概　要令和
4年度

令和
3年度 比較

実質赤字比率
（一般会計等分） － － － 12.52 20.00 収入に対する年間赤字の割合を示した

数値

連結実質赤字比率 － － － 17.52 30.00 実質赤字比率を特別会計・企業会計を
含めた全会計に適用した数値

実質公債費比率
（３か年平均値） 11.6 11.7 △0.1 25.0 35.0 収入に対する年間の市債償還額の割合

を示した数値

将来負担比率 4.1 31.6 △27.5 350.0
一般会計などが将来にわたって負担す
る負債が、１年間の収入に対してどれ
くらいかを示した数値

※�実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字のため「－」で表示しています。説明中の収入は、標準財政
規模をいいます

資金不足比率（公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率を示す指標）
　水道事業会計、病院事業会計、下水道事業会計の全会計で、前年度に引き続き、いずれも資金不足は生じ
ていなく、経営健全化基準（20.0％）を下回っています。

 主な財政指標  （令和4年度 地方財政状況調査）
項　目 数　値 概　要

標準財政規模 195億4,310万円 地方公共団体で標準的に収入が見込まれる一般財源の規模

財政力指数 0.410
地方公共団体の財政力の強弱を示す指標（令和2年度～令和4年度
の3か年平均）
※この数値が1以上の団体は、国からの普通交付税が交付されません

実質収支 22億3,291万円 歳入総額と歳出総額の差額から翌年度に繰り越すべき財源を引いた額

経常収支比率 89.6%
毎年度義務的・経常的に支出される人件費、扶助費、公債費などの
経費（経常的経費）が、使い道が特定されずに経常的に収入される
市税や普通交付税などの一般財源の額（経常一般財源）に占める割合
※比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表します

※�地方財政状況調査は、全国市町村の普通会計決算状況について、統一的な方法で行われる調査です。普
通会計として、一般会計と城内診療所特別会計を合わせた額で作成しています

　令和4年度決算の詳細は、本庁舎（財政課）や図書館（駅前図書館本の杜、大和公民館、
塩沢公民館）でご覧いただけます。気軽におこしください。
　市ウェブサイトでも公開しています。　　　 南魚沼市　決算 検索🔍🔍
https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/shisei/kaikaku/zaisei/kessan/index.html
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グラフで見る令和4年度 一般会計決算の内訳

南魚沼市独自の新型コロナウイルス感染症対策事業
事業名 事業の説明 決算額

高齢者施設・障がい者
施設緊急支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響による原油高・物価高騰支援
策として高齢者施設や障がい者施設に補助金を交付しました。 3,618万円

保育園等給食費・保育料
負担軽減支援事業

物価高騰の影響に苦慮している子育て世帯に対して12月か
ら3月の間、児童の保育料と副食費を無償化しました。 2,978万円

水道基本料金減免
エネルギーや食料品などの物価高騰の影響を受けた生活者や
事業者に対する冬期間のエネルギー費用の負担を軽減するた
め、1月、2月使用分の基本料金を減免しました。

1億706万円

農業者等緊急支援事業
農業の継続や農産物の安定的な供給、品質の確保を目的に、
作付面積や品目に応じて市内農業者へ上限1品目50万円の
範囲内で支援をしました。

1億4,523万円

プレミアム付商品券事業
補助金

市内の店舗で使えるプレミアム付き商品券を発行し、1枚1,000
円の商品券を1冊13枚綴りとし、1万円で販売しました。 3億3,219万円

ふるさと応援プレミアム
旅行券事業補助金
（雪恋Ⅲ）

市外・県外向けのプレミアム付き旅行券の発行事業に対する
補助をすることで、消費需要喚起を促し、市内の経済回復と
市内の宿泊業者を中心とした観光事業者等に対して支援しま
した。

1億4,282万円

市内イベント復興支援
事業補助金

市内において開催される各種イベント・キャンペーンを対象
とし、例年の通常の枠とは別に、復興枠として補助金を交付
しました。

1,516万円

学校給食費負担軽減支援
事業

給食食材の高騰分を負担することで、給食の献立の充実と保
護者負担の軽減を図りました。 1,551万円

地方交付税
115億1,864万円

（29.2％）県支出金
23億2,030万円
（5.9％）

その他
21億4,784万円
（5.4％）

市債
13億4,670万円
（3.4％）

諸収入
13億7,694万円（3.5％）

繰越金
16億4,642万円
（4.2％）
各種交付金
16億8,351万円
（4.3％）

市税
72億7,467万円
（18.4％）

国庫支出金
50億3,947万円
（12.8％）

寄附金
51億4,086万円
（13.0％）

その他� 21億4,784万円（5.4%）
　繰入金� 11億2,334万円（2.8%）
　使用料及び手数料� 3億7,990万円（1.0%）
　地方譲与税� 3億3,767万円（0.9%）
　分担金及び負担金� 1億7,510万円（0.4%）
　財産収入� 1億3,183万円（0.3%）

その他� 2億5,583万円（0.7%） 
　議会費� 1億8,298万円（0.5%）
　災害復旧費� 4,213万円（0.1%）
　労働費� 3,072万円（0.1%）

歳入内訳（394億9,535万円）

民生費
93億7,761万円

（25.4％）
衛生費
35億7,733万円

（9.7％）

その他
2億5,583万円
 （0.7％）

消防費
13億8,756万円

（3.8％）

商工費
12億842万円（3.3％）

農林水産費
14億9,265万円

（4.0％）
教育費
30億4,571万円

（8.2％）

総務費
82億2,833万円

（22.2％）
公債費
41億2,181万円

（11.1％）
土木費
42億8,828万円（11.6％）

歳出内訳（369億8,353万円）
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令和4年度の主な事業

 １　保健・医療・福祉 
母子保健事業　拡充  4,701万円
　産婦健診へ助成を行い、受診を促すとともに、
健診結果を医療機関と共有することで、産後うつ
などの早期発見・支援につなげる産婦健康診査事
業を行いました。
　従来の宿泊型、日帰り型の産後ケアに加え、外
出が困難なケースなどに対応するため、助産師が
訪問してケアを行う、訪問型産後ケアを開始しま
した。
看護師修学資金貸与事業　拡充  780万円
　地域医療の充実を図るため、将来、市内の医療
機関などで看護師として働くことをめざし、市内
の養成学校に進学する学生支援を拡充しました。
出産応援緊急5か年事業　継続  4,315万円
　出産のお祝いと子どもの明るい未来を願い、第
1子に12万円、第2子に15万円、第3子以降に
20万円の祝い金を支給し、子育て世帯を支援し
ています。

 ２　教育・文化 
小学校大規模改造事業　 新規  1億925万円
　おおまき小学校のグラウンド改修や、城内小学
校体育館の古くなったサッシを改修しました。
　令和5年度に
予定している北
辰小学校長寿命
化改修工事の実
施設計を行いま
した。

体育施設整備事業　 新規  4,976万円
　旧第二上田小学校体育館を改修し、床に人工芝
を敷いた全天候
型のスポーツ施
設「上田雪国ス
ポーツセンター」
として整備しま
した。

 ３　環境共生 
ごみ処理施設整備事業　 継続  3億5,141万円
　稼働開始から約18年経過した可燃ごみ処理施
設を、年間を通じて安定的なごみ処理が維持でき
るよう、施設整備計画に基づく延命化を図り、主
要設備の更新と修繕を行いました。

 ４　都市基盤 
個人住宅リフォーム事業　 拡充  5,625万円
　中古住宅を取得済みか、売買契約済みで居住ま
たは居住することが確定している人の500万円
以上のリフォーム工事に対し、最大100万円の
支援を行いました。ホームエレベーターや階段昇
降機の新設に対し、従来の補助額に追加で10万
円を支援しました。
市営住宅総合改善事業　 継続  893万円
　施設の長寿命化改修や住宅団地の統廃合を行う
もので、令和2年度に改定した公営住宅長寿命化
計画に基づき、市営住宅の室内改修工事や、赤石
団地のアスベスト含有調査、後年度に工事予定の
樋渡団地に係る設計業務を行いました。

 ５　産業振興 
ふるさと里山再生整備緊急5か年事業
　継続  5,000万円
　里山林が持つ公益的機能の向上、荒廃里山林の
再生や保全のため、集落周辺の荒廃した里山林の
整備費用の90％を支援しました。これにより、
南魚沼市の水と緑の豊かな里山林の再生をめざし、
次世代林業の再生基盤づくりと中核的担い手とな
る人材の育成につながることも期待しています。

 ６　行財政改革・市民参画 
消防車両整備事業　 新規  1億1,389万円
　消防車両の整備により緊急時の消防体制を強化
するため、水槽付き消防ポンプ自動車を新たに湯
沢署に配備しま
した。また、救
急車を大和分署
に配備し、救急
対応の体制を強
化しました。
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南魚沼市の上下水道
� 【問合せ】水道課　☎774・3141・下水道課　☎774・2740

水道事業
 令和4年度 水道事業会計決算の概要 
　水道事業は、地方公営企業法に基づき独立採算で経営を行うため、収益的収支と資本的収支に分けて予算
を管理しています。

資本的収支
（金額は税込み）

　水道施設を建設・改良するための収入と支出です。令和4年度は10億8,299
万円の不足が生じましたが、内部留保している資金などで補てんしました。

収益的収支
（金額は税抜き）

　水道水を作り、みなさんにお届けするための収入と支出です。令和4年度は、
6,956万円の純利益となりました。

料金収入
13億4,096万円

（76.0％）

長期前受金戻入
2億2,201万円
（12.6％）

一般会計繰入金
1億1,843万円

（6.7％）

その他の収入 8,352万円
（4.7％）

収益的収入
17億6,492万円

減価償却費など
10億7,205万円
（63.2％）

施設維持管理費
4億1,140万円
（24.3％）

事業活動全般にかかる一般管理費
1億1,298万円（6.7％）

企業債償還利息など
9,893万円
（5.8％）

収益的支出
16億9,536万円

企業債
3億8,590万円
（81.0％）

補償金など
8,559万円
（18.0％）

一般会計出資金
486万円
（1.0％）

資本的収入
4億7,635万円

企業債償還金
9億1,050万円
（58.4％） 建設事業費

6億4,884万円
（41.6％）

資本的支出
15億5,934万円
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給水原価と供給単価の推移

配水量・有収水量・有収率の推移

	 給水原価：‌�水道水1㎥当たりの製造原価。年間の水道水を供給するために要した薬剤費、動
力費、施設の維持管理費などの費用を有収水量（供給水量）で割った値。

	 供給単価：水道水1㎥当たりの販売単価。年間の水道料金収入を有収水量で割った値。

（減少理由）　‌�電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援で水道基本料金を減免したことにより、減少
しました。なお、減少分につきましては、一般会計からの補助金が充てられています。

	 配水量：配水施設から配った水量

	 有収水量：料金収入の対象となった水量

	 有収率：�有収水量を配水量で割った値。100％に近いほど施設の稼働状況が収益につながっ
ていることを表す。

（減少理由）　�冬季の概算認定水量よりも5月に精算した使用水量が少なかったことが、おもな理由
です。

給水原価の内訳

220円

240円

260円

280円

300円

令
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年
度
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年
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236
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238

259

226

252

247
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231
減価償却費
142円（56％）

維持費
48円

（19％）

委託費
36円

（14％）

職員給与費
11円（5％）

支払利息
16円（6％）

給水原価
253円

1,000千㎥

2,000千㎥

3,000千㎥

4,000千㎥

5,000千㎥

6,000千㎥

7,000千㎥

8,000千㎥

令和 4年度令和 3年度令和 2年度令和元年度平成 30年度
76％

78％

80％

82％

84％

86％

88％

令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度

79.780.0

78.2

80.7

82.7

7,2817,4277,5167,4507,514

5,8005,9425,8796,0096,217
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下水道事業
 令和4年度 下水道事業会計決算の概要 
　下水道事業は、地方公営企業法に基づき独立採算で経営を行うため、収益的収支と資本的収支に分けて予
算を管理しています。

※金額・割合について、端数処理の都合で合計などが整合しない場合があります

資本的収支
（金額は税込み）

　下水道施設を建設・改良するための収入と支出です。令和4年度は9億
8,241万円の不足が生じましたが、内部留保している資金などで補てんしました。

収益的収支
（金額は税抜き）

　みなさんの排出する生活排水などを処理するための収入と支出です。令和4
年度は、4,946万円の純利益となりました。

一般会計繰入金
8億43万円
（24.54％）

長期前受金戻入
14億6,535万円
（44.93％）

料金収入など
9億9,536万円
（30.52％）

収益的収入
32億6,115万円

減価償却費・資産減耗費
21億3,712万円
（66.54％）

施設維持管理費
7億9,166万円
（24.65％）

企業債償還利息
2億8,291万円

（8.81％）

収益的支出
32億1,169万円

企業債
9億3,310万円
（50.54％）一般会計繰入金

6億5,557万円
（35.51％）

補償金、補助金
2億3,522万円
（12.74％）

受益者負担金・分担金
2,252万円
（1.22％）

資本的収入
18億4,640万円

企業債償還金
21億5,286万円
（76.10％）

建設改良費
6億7,595万円
（23.90％）

資本的支出
28億2,881万円
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下水道事業の企業債償還金の償還状況

水洗化と有収率推移

　令和4年度は約10億円を借り入れ、約21億5,000万円を償還しました。過去5年間で、いずれの年度も
償還額が新規借入を上回っており、企業債残高は減少傾向にあります。

　令和4年度末の市の下水道と
合併浄化槽を合わせた普及率は
99.1％、水洗化率は93.1％です。
　有収率は令和4年度末時点で
89.3％でした。

・普及率
　市の人口に対し、下水
道・浄化槽が整備された人
口の割合

・水洗化率
　下水道・浄化槽が整備さ
れた地域の人口に対して、
実際に下水道・浄化槽を利
用している人口の割合

・有収率
　各処理場で処理された総
処理水量のうち、みなさん
の家庭や事業所などから実
際に排出された汚水の割合
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新規借入金
元金償還金 企業債残高

0円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

300億円

350億円
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254.5
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新規借入 元金償還金

21.5
21.8

24.324.425.0

企業債残高
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55,362
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50,037

54,332
53,798

49,763

53,665
53,181

49,491

98.9 99.1 99.1 99.0 99.1

90.7 91.4 91.8
92.5 93.1

南魚沼市の人口 整理区域内人口 水洗化人口
普及率 水洗化率

0
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令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度

5,723
6,385
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6,317
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6,468

5,617
6,315

5,492
6,152

89.6 89.0
86.0

88.9 89.3

有収水量 総処理水量 有収率

企業債残高の推移

南魚沼市の水洗化の推移

南魚沼市の有収率の推移
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市職員の給与・職員数、人事行政の運営などの状況 ～令和5年
� 4月1日現在～

� 【問合せ】総務課 人事係　☎773・6660

　総務省では、地方公務員の給与や定員管理の状況について地方自治体間の比較分析をするため、統一した
様式を用いて公表しており、当市もこの様式を用いて職員の給与と定員管理などを公表します。
※区分毎の構成率などは小数第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります
1  人件費（令和4年度 普通会計決算）（一般会計と城内診療所特別会計の合算）

住民基本台帳人口
(令和5年１月１日現在) 歳出額Ａ 実質収支

（歳入－歳出） 人件費Ｂ 人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）令和3年度
の人件費率

53,962人 36,873,250千円 2,232,914千円 5,376,600千円 14.6％ 14.3％
※人件費には、給料、職員手当、退職手当負担金と共済費、特別職に支給される給料、報酬費などを含む（児童手当は除く）

2  職員給与費
⑴ 令和4年度 普通会計決算（一般会計と城内診療所特別会計の合算）

職員数
Ａ

給与費 1人当たり給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金C 共済費D 1人当たり人件費

（B+C+D）/A給料 職員手当 期末･勤勉手当 計Ｂ

598人 2,042,603
千円

420,944
千円

770,184
千円

3,233,731
千円

5,408
千円

416,356
千円

678,429
千円

7,238
千円

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長は含まない）を基にしています
⑵ 令和4年度 決算（普通会計、特別会計、公営企業会計の合算）

職員数
Ａ

給与費 1人当たり給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金C 共済費D 1人当たり人件費

（B+C+D）/A給料 職員手当 期末･勤勉手当 計Ｂ

976人 3,402,086
千円

800,526
千円

1,270,056
千円

5,472,668
千円

5,607
千円

690,277
千円

1,120,375
千円

7,462
千円

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長は含まない）を基にしています

3  職員の平均年齢、平均給料月額
区　分 一般行政職（※1) 技　能　職 消　防　職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
南魚沼市 41.3歳 291,562円 50.9歳 305,454円 39.2歳 306,598円

※平均給料月額は、基本給の平均で諸手当を含まない額

7  職員の人事評価の状況（令和4年度）
　一定期間内に発揮された職務遂行能力を評価する「能力評価」と、目標管理の方法を用いて、一定期間内の業績を評価す
る「業績評価」による評価結果を人材育成、昇給、勤勉手当、配置管理などに活用しています。

評価 ５（最高） ４ ３ ２ １ 合計

能力評価
人数 7人 92人 744人 15人 0人 858人
割合 0.8% 10.7％ 86.7％ 1.8％ 0.0％ 100％

業績評価
人数 6人 173人 661人 12人 0人 852人
割合 0.7％ 20.3％ 77.6％ 1.4％ 0.0％ 100％

※休職中、育休中などの職員は対象外

4  職員の初任給
区　分 一般行政職 技　能　職 消　防　職
高校卒 154,600円 151,900円 178,000円
大学卒 185,200円 214,900円

5  ラスパイレス指数（※2)の状況（各年4月1日現在）
区　分 南魚沼市 類似団体（※3) 全国市平均
令和3年 93.4 98.0 98.8
令和4年 93.6 97.7 98.7

6  職員の任免の状況（令和4年度）

区分 採　　用 退　　職
令和4年4月１日 令和4年4月2日～令和5年3月31日 令和4年度

人数 69人 9人 62人

（※１）	 表内における一般行政職とは、税務職、福
祉職（保育士）、技能職、消防職、企業職（水
道、下水道、病院事業）などを除く一般職

（※２）	 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の
一般行政職の給料月額を同一の基準で比較する
ため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経
験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸
給表（一）適用職員の俸給月額を100として計
算した指数

（※３）	 類似団体は、人口規模、産業構造が類似し
ている団体のラスパイレス指数を単純平均した
値
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8  特別職の報酬など

区　　分 給料等月額 期末手当 給料（報酬）・期末手当総支給額
（令和4年度決算）

給　料
市 長 823,300円 6月期� 1.60月分

12月期� 1.65月分
　計� 3.25月分
役職加算� 15%

31,493,398円副 　 市 　 長 627,800円
教 育 長 564,800円

報　酬

議 長 392,000円 6月期� 1.60月分
12月期� 1.65月分
　計� 3.25月分
役職加算� 15%

106,500,829円
副 議 長 322,000円
委 員 長 305,000円
議 員 305,000円

9  一般行政職の級別職員数

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 部長、会計管理者、
議会事務局長 8人 2.6％

５級 次長、課長 33人 10.8％
４級 係長、主幹、副参事 72人 23.6％
３級 主任 76人 24.9％
２級 主事、技師 66人 21.6％
１級 主事、技師 50人 16.4％
計 305人 100％

※標準的な職務内容とは、各級の代表的な職務

10 職員数の年齢別グラフ

20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上

5 56 84 112 101 122 97 74 115 121 71 30
0.5% 5.7% 8.5% 11.3% 10.2% 12.3% 9.8% 7.5% 11.6% 12.2% 7.2% 3.0%

■職員数
構成率

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

140人

※職員数は、一般職に属する数

11 部門別職員数の状況（各年度4月1日現在）

区　分
職員数 対前年

主な増員理由 主な減員理由
4年度 5年度 増員 減員 差引

普

通

会

計

部

門

一

般

行

政

部

門

議　会 4 4 0

総　務 98 102 7 3 4 マイナンバー関連業務、休職者などの総務課扱いによる
雪資源活用業務移管、組合
専従者の引き上げによる

税　務 22 23 1 1 欠員補充による

民　生 187 186 1 2 △1 生活保護業務の充実による 子育て支援センター業務の
見直し、退職による

衛　生 44 46 5 3 2 雪資源活用業務移管、医療対策関連業務による
城内診療所が市民病院の附
属診療所となることによる

労　働 2 2 0
農林水産 24 24 0
商　工 14 14 0
土　木 33 33 0
小計 428 434 14 8 6

教育部門 62 64 2 2 学習指導センターの体制強化による
消防部門 108 108 0
計 598 606 16 8 8

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　　院 304 312 8 8 勤務条件の改善、城内診療所が市民病院の附属診療所となることによる
水　　道 14 14 0
下 水 道 11 11 0

注1 その他 48 45 3 △3
計 377 382 8 3 5

合　計 975 988 24 11 13
※職員数は、一般職に属する職員数� 注1 その他は、国保健康保険、介護保険、後期高齢者医療のそれぞれの会計に属する職員
市報 みなみ魚沼　令和5年10月1日発行13



12 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴ 勤務時間、休憩時間の状況

勤務時間 休憩時間
始業時刻 終業時刻

12：00～13：008：30 17：15
※令和4年4月1日現在の標準的な勤務時間

⑵ 年次有給休暇の取得状況

区　分 1人当たり平均取得日数
令和3年 令和4年

年次有給休暇 11.0日 11.8日
※１�）各年1月1日～12月31日の取得状況
　２�）一般職員で市長部局に勤務する職員のうち、技能労

務職、交替制勤務者、暦年途中の採用者・退職者、育
児休業者を除く

13 職員の分限と懲戒処分の状況（令和4年度）

区　分 分限処分 懲戒処分
休職 戒告 減給 停職 免職

人数 26人 2人 4人 0人 0人
※�分限処分とは、勤務実績が良くない場合や心身の故障のため、職務の遂行に支障がある場合に、公務能率の維持を目的と
して行われる職員の意に反する処分
　�懲戒処分とは、法令違反、義務違反等に対して、規律、秩序の維持を目的として科す職員の意に反する処分
14 職員手当

区　分 南　　魚　　沼　　市 国の制度

期末手当
勤勉手当

〈支給割合〉 期末手当 勤勉手当

同じ
6月期 1.200月分 0.95月分
12月期 1.200月分 1.05月分
計 2.40月分 2.00月分

職制上の段階、職務の等級などによる加算措置あり

退職手当

〈支給率〉 自己都合 勧奨・定年

同じ

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分
加算措置 定年前早期退職特例措置

扶養手当
（月額）

・配偶者�  6,500円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・子� 10,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・その他の扶養親族� 6,500円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※�満16歳の年度始め～満22歳の年度末の間にある子は、1人につき
5,000円を加算

同じ

住居手当
（月額）

月額12,000円を超える家賃を払っている職員に、負担している額に応じ
て最高27,000円までを支給

月額16,000円超が対象
最高額が28,000円

通勤手当
（月額） 2㎞以上から距離に応じて3,000円～24,500円 最高額は同額、距離区

分と額に差異あり

15 職員の研修の状況（令和4年度）
研修名 件数 延べ受講者数

自己啓発研修 3 3
各課専門研修 494 1,910
職場内研修 10 266
人事担当課主催 10 190
新潟県自治研修所主催 13 50
新潟県市町村総合事務組合主催 27 92
市町村アカデミー研修 0 0

※�国、新潟県、類似団体の各種データは令和5年10月1日現在公表されていません。公表後、当市との比
較を市ウェブサイトに掲載します。職員数と給与の詳細は、市ウェブサイトで（「南魚沼市　給与」で検
索）掲載中です

16 職員の福祉と利益の保護状況
� （令和4年度）
⑴ 職員の健康管理
　�　職員の健康状態を把握し、健康障がいや疾病
の早期発見を行うため、毎年定期健康診断を実
施しているほか、人間ドックの助成を行ってい
ます。また、心理的な負担の程度を把握するた
めの検査を行い、メンタル不調の防止に向けて
取り組んでいます。

⑵ 公平委員会の業務の状況
　�　市では、公平委員会を地方自治法第252条
の7の規定に基づき、新潟県市町村総合事務組
合に共同設置し、事務処理をしています。

報告状況 件数
勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する不服申立て 0件

17 職員の退職管理の状況（令和4年度）
�　平成28年4月1日施行の改正地方公務員法において、公
務の公平性を確保するため、退職管理の適正化に関する規定
が定められました。退職後に再就職した元職員が、再就職先
に関する契約・処分などに関して、退職後2年間、現役職員
に対して、職務上の行為をする（しない）ように要求または
依頼すること（=働きかけ）が禁止されました。

市報 みなみ魚沼　令和5年10月1日発行 14



JAみなみ魚沼 あぐりぱーく
JAセルフ大和

池田記念美術館
←浦佐駅

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

観覧席
（大芝広場）

エコステーション

フリーマーケット

浦佐・黒土新田線

公
園
通
り
線

国
道
17
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス

大
和
公
民
館・さ
わ
ら
び

公園管理棟

熱気球体験搭乗

北里学院→

ＷＣ
本部
救護

仮設トイレ

女性専用

こめつぐ君ふわふわドーム
土木フェア（建設機械搭乗体験）
親子ミニ四駆体験、消防車・救急車展示

魚沼ダンス・フェスティバル
おたのしみ大抽選会

たこ焼、焼そば、焼き肉、各種飲
み物、スーパーボールすくい、
包丁研ぎ、フリーマーケットなど

まつり会場案内図

第19回
八色の森市民まつり

◦魚沼ダンス・フェスティバル ◦熱気球
　体験搭乗

小千谷法人会大和地区会事業

おたのしみ大抽選会
14：00～

12：00からステージ隣商
工会テントで抽選券を配布

池田記念美術館
　当日入館無料

◦土木フェア
◦親子ミニ四駆教室
◦消防車・救急車展示

秋の大空へ
さわらび前で

開催

◦テント村
　たこ焼、焼そば、ラーメン、焼き肉、
志んこ餅、綿あめ、おこわ、各種飲み物、
フリーマーケット、包丁砥ぎ、スーパー
ボールすくい　など

ごみの減量のために
マイバッグをご持参ください。

◦こめつぐ君ふわふわドーム

遊びに
来てね！

 
 注意事項 　・無料シャトルバスは運行しません。
・�車で来場した人は、周辺案内図に記載の駐車場をご利用ください。会場周辺の道路や歩道、私有地には
駐車しないでください。
・�荒天などの際は、各イベント内容が変更・中止になる場合があります。

日10月８日㈰　10：00～15：30
会八色の森公園
問商工観光課　☎773・6665
主催　八色の森市民まつり実行委員会

魚沼基幹病院

↑小出 ゆきぐに
大和病院

池田記念美術館

八色の森公園

↓六日町

浦
佐
駅

東
口

魚
野
川

さ
わ
ら
び

JAみなみ魚沼17

市役所
大和庁舎

周辺案内図
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催
し
・
講
座
・
募
集�

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
を
、
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
、
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

日�

１０
月
１９
日
㈭
（
毎
月
第
３
木
曜

日
）　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者

〆
１０
月
１３
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

　

高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労

に
悩
む
若
者
を
家
族
と
し
て
ど
う

理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
１０
月
３１
日
㈫

　
午
後
１
時
～
４
時

会�

塩
沢
公
民
館
２
階 

第
二
学
習

室
対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者
の
家
族

申�

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
・
申
消
防
本
部 

警
防
課

　
救
急
係

�

☎
７
８
２
・
５
３
３
１

消
防
本
部 

救
急
講
習
開
催

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
応
急

手
当
の
講
習
で
す
。
受
講
者
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
１１
月
１２
日
㈰　

　
午
前
９
時
～
正
午

定
２０
人
程
度

〆
１１
月
５
日
㈰

応
急
手
当
普
及
員
講
習

　
応
急
手
当
普
及
員
を
取
得
す
る

と
、
勤
務
先
や
地
域
の
防
災
組
織

な
ど
で
普
通
救
命
講
習
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日�
１１
月
１７
日
㈮
～
１９
日
㈰
（
３
日

間
）　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分

定
１５
人

〆
１１
月
１０
日
㈮

持�

東
京
法
令
出
版
「
応
急
手
当
普

及
員
講
習
テ
キ
ス
ト
」（
定
価

５
，３
０
０
円
）

※�

購
入
希
望
者
は
、
受
講
申
込
み

時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

他�

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

　
応
急
手
当
普
及
員
は
、
認
定
を

受
け
て
か
ら
３
年
以
内
に
再
講
習

を
受
講
し
な
い
と
失
効
し
ま
す
。

期
限
内
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

日
１１
月
５
日
㈰　

　
午
前
９
時
～
正
午

〆
１０
月
２９
日
㈰

持�

認
定
時
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

共
通
事
項

会�

南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

費
無
料

他�

状
況
に
応
じ
て
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

問
・
申
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

１１
月
入
校
生
募
集

①
事
務
応
用
科
２
期

対�

パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
や
簿

記
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す

る
人

期�

１１
月
１７
日
㈮
～
令
和
６
年
３
月

１５
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０
分

会�
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

定
１５
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
１０
月
２４
日
㈫

②�

Ｊ
Ｗ－

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
電
気
設

備
設
計
１
（
基
本
操
作
）

対�

Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
礎
を
学
び

た
い
人

日
１１
月
１８
日
㈯
・
２５
日
㈯

定
１２
人

〆
１１
月
８
日
㈬

③�

技
能
検
定
１
級
準
備
講
座
１

（
現
寸
図
の
作
成
）

対�

技
能
検
定
１
級
受
験
予
定
者

日
１１
月
９
日
㈭
・
１０
日
㈮

定
１０
人

〆
１０
月
２７
日
㈮

④�

技
能
検
定
１
級
準
備
講
座
２

（
墨
付
・
加
工
組
立
）

日
１１
月
１６
日
㈭
・
１７
日
㈮

対�

技
能
検
定
１
級
受
験
予
定
者

定
１０
人

〆
１１
月
６
日
㈪

共
通
事
項
（
②
～
④
）

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会�

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

費
４
，７
０
０
円

問 問合せ　申 申込み　日 日時　　期 期間
時 時間　　会 会場　　対 対象　　資 資格
定 定員　　費 費用　　〆締切　　内 内容
講 講師　　相 相談員　持 持ち物　他 その他

Ｆファックス　　 メール

お知らせ
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公営住宅の入居者募集
� 【問合せ・申込み】福祉課 公営住宅係　☎773・6667

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数 階数 間取り 建物の構造 単身

入居 家賃月額 駐車場料月額1台分
〔駐車可能台数〕 その他

大
和

市営桜沢団地
〔田町〕 4 1階

3階 3DK 鉄筋コンクリート造
3階建 不可 17,100～

33,700円 2,400円〔1台〕
市営物見ヶ丘団地
〔一村尾〕 3 3階 3DK 鉄筋コンクリート造

3階建 不可 13,300～
26,100円 1,600円〔1台〕

市営大崎団地
〔原小路〕 2 1階

2階 3DK 鉄筋コンクリート造
3階建 不可 14,100～

27,700円 1,700円〔1台〕

六
日
町

市営五日町住宅
〔五日町2区〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 16,300～
32,000円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営長森住宅
〔長森〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 17,100～
33,600円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営宮住宅
〔宮〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 16,800～
28,300円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営津久野住宅
〔津久野〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリート造

3階建 不可 15,600～
30,700円 1,900円〔1台〕

市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 2 4階 3DK 鉄筋コンクリート造

4階建 不可 16,800～
33,000円 2,500円〔1台〕

県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 2 4階 3DK 鉄筋コンクリート造

4階建 不可 16,600～
32,700円 2,500円〔1台〕

市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 2 4階

5階 3DK 鉄筋コンクリート造
5階建 可 14,000～

27,500円 2,400円〔1台〕
市営西泉田住宅2号棟
〔西泉田〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリート造

3階建 不可 16,400～
32,300円 2,400円〔1台〕

県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリート造

4階建 不可 16,900～
33,200円 2,800円〔1台〕

県営上町住宅竹棟
〔上町1丁目4区〕 2 3階

4階 3DK 鉄筋コンクリート造
4階建 不可 17,400～

34,200円 2,800円〔1台〕

塩
沢

市営中央団地B棟
〔三分区〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 20,700～
40,700円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営中央団地C棟
〔三分区〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 21,900～
43,100円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営吉里団地
〔吉里〕 1 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 17,900～
35,100円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6m

市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリート造

5階建 可 12,700～
24,900円

無料〔1台〕
（入居者管理）

市営舞子団地A棟
〔舞子〕 1 3階 1DK 鉄筋コンクリート造

4階建 可 14,400～
28,300円

2,000円〔1台〕
(大区画3,000円)

市営舞子団地B棟
〔舞子〕 2 1階

3階 2LDK 鉄筋コンクリート造
4階建 不可 20,200～

39,600円
2,000円〔1台〕
(大区画3,000円)

市営上野団地
〔上野〕 2 1階

3階 2LDK 鉄筋コンクリート造
3階建 不可 18,800～

36,800円 2,000円〔1台〕

共通事項
募集期間　10月2日㈪～13日㈮
入居資格
・住宅事情に困っている
・収入基準に適合している
・�同居する親族がいる（単身での申込みは60歳以
上と障がい者に該当する人で、上記単身入居「可」
の住宅へ申込みが可能）
・暴力団員ではないこと
※�入居などの相談・問い合わせは、福祉課 公営住宅係で随時受け付けています。入居の申し込みは募集期

間のみ受け付けます

家賃算定　収入に応じて決定します。
申�込方法　入居資格を確認のうえ、本庁舎福祉課、
大和・塩沢市民センターで申込書を配布。申込書
に必要書類を添付し、福祉課 公営住宅係へ提出。
（申込書の配布・提出は募集期間内のみ）

選考方法　住宅委員会の審議により選考します。
入居可能時期　11月中旬以降の見込み。
※�入居にあたっては家賃3か月分の敷金、保証人1
人が必要です
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問
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
地
域
福
祉
係
）

�
☎
７
７
３
・
６
９
１
１

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用
い
た
救

急
蘇
生
法
や
応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日�

１１
月
２３
日（
木
・
祝
）、
２５
日
㈯
、
２６
日

㈰　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
２６
日
は

正
午
ま
で
）

※
３
日
間
す
べ
て
の
参
加
が
必
要

会
塩
沢
公
民
館

対
１５
歳
以
上

定
８
人
（
先
着
順
）

費
３
，３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

〆
１１
月
９
日
㈭

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主�

催　
新
潟
県
赤
十
字
安
全
奉
仕
団 

南

魚
沼
分
団

※�

昼
食
や
飲
み
物
、
筆
記
具
な
ど
を
持
参

し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
地
域
整
備
部 

計
画
調
整
課

�

☎
７
７
２
・
２
６
１
９

土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　
「
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
」
の
会
場
で
、

土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
道

路
や
河
川
の
事
業
な
ど
土
木
に
関
す
る
パ

ネ
ル
の
展
示
、
建
設
機
械
の
乗
車
体
験
な

ど
、
楽
し
い
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。　

日
１０
月
８
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

会
八
色
の
森
公
園
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

問
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
１０
月
の
献
血
日
程
～

１０
月
１９
日
㈭

時
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
魚
沼
基
幹
病
院

他
Ｑ
Ｒ
か
ら
事
前
に
予
約
可
。

�

※�

す
べ
て
全
血
４
０
０
㎖
献
血
。
日
程
や

会
場
は
、
変
更
す
る
場
合
あ
り

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 実施期間 曜日 時間

パソコン エクセル中高年 11/28～12/26 (全9回) 火・金
18：30～21：20

第1種&第2種電気実技 11/9～12/7 (全12回) 月・木

セミナーコース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 コース内容 実施日 曜日 時間

アンガーマネジメ
ント入門講座

怒りの感情と上手に付き合うための具体的
なトレーニング方法を身につけます。 10/28 土 10：00～11：30

※�事前申し込みが必要。申込者が少数の
時は、開講できない場合あり 　受講料や申し込み方法など、詳しくはＱＲ

から確認するか、お問い合わせください

� 【問合せ・申込み】魚沼サンティックスクール
� ☎772・4554　Ｆ778・115810月・11月訓練コース 受講生募集

技能講習・特別教育
コース名 実施日 曜日 問・申

小型移動式クレーン運転技能講習 11/8～10 水～金 株式会社 東新重工
亀田講習センター
☎025・383・0620
Ｆ025・381・7714

不整地運搬車運転技能講習 11/15・16 水・木

ウインチ作業特別教育 11/29・30 水・木
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問
・
申
大
和
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
（
会
長
：
和
田
）

�
☎
７
７
９
・
３
２
５
９

第
２
回 

大
和
文
化
祭

　
大
和
地
域
愛
好
者
の
作
品
展
示
で
す
。

作�

品
展
示　
書
道
、
絵
画
、
生
花
、
写
真
、

紙
粘
土
人
形
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

日�

１１
月
３
日（
金
・
祝
）、
４
日
㈯

　

��

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
４
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
大
和
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

作
品
募
集

費
５
０
０
円
／
人

出
品
受
付
・
展
示

　
１１
月
２
日
㈭　
午
後
３
時
～
８
時

問
・
申
大
和
文
化
協
会
（
事
務
局
）

�

☎
０
９
０
・
７
２
４
６
・
６
１
９
１

第
２
回 

大
和
芸
能
祭

　
毎
年
恒
例
の
大
和
地
域
芸
能
団
体
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
な
ど
の
発
表
会
で
す
。

日
１１
月
３
日（
金
・
祝
）

　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
さ
わ
ら
び

問
・
申
大
和
公
民
館

�

☎
７
７
７
・
４
６
７
１

大
和
英
会
話
教
室 

参
加
者
募
集

　
７
月
ま
で
開
催
の
あ
っ
た
英
会
話
教
室

を
追
加
開
催
し
ま
す
。
今
回
か
ら
の
参
加

も
可
能
で
す
。

期
１０
月
１８
日
㈬
～

　
（
隔
週
水
曜
日
・
全
５
回
）

時
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
大
和
公
民
館 

会
議
室

費
１
，５
０
０
円
／
期
間

定
２０
人
（
先
着
順
）

講
ジ
ョ
ニ
ー
・
ホ
ッ
ブ
ス

　
（
小
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

問
・
申
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

作
品
展
・
美
術
展
の
開
催
と

作
品
募
集

　
芸
術
の
秋
に
、
多
彩
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

作
品
を
募
集
し
、
作
品
展
・
美
術
展
を
開

催
し
ま
す
。

第
４８
回 

高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

日
１０
月
２８
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

　
１０
月
２９
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

　
１０
月
３０
日
㈪

　
午
前
９
時
～
正
午

会
塩
沢
公
民
館 

講
堂
・
ロ
ビ
ー

部�

門　
陶
芸
、
書
道
、
手
芸
、
絵
画
、
竹

わ
ら
細
工
、
盆
栽
な
ど

※�

絵
画
と
書
の
部
門
の
み
原
則
１
人
２
点

以
内

対�

「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」
参
加
者
、
６０

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

出
品
料　
無
料

作
品
搬
入

　
１０
月
２８
日
㈯　
午
前
９
時
～
１１
時

〆
１０
月
２０
日
㈮

第
４４
回 

塩
沢
美
術
展

期
１１
月
３
日（
金
・
祝
）～
５
日
㈰

時
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
５
日
は
午
後
４
時
ま
で

会
塩
沢
公
民
館 

講
堂

部�

門　
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書

道
、
写
真　

対�

市
内
在
住
・
在
勤
者

出�

品
料　

一
般 

１
部
門
１
点
５
０
０

円
・
２
点
６
０
０
円

　

�

高
校
生
以
下 

１
部
門
１
点
３
０
０

円
・
２
点
４
０
０
円

※
出
品
は
１
部
門
１
人
２
点
以
内

作
品
受
付
・
搬
入

　
１１
月
２
日
㈭　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※�

出
品
規
定
は
塩
沢
公
民
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
１
０

中
央
公
民
館 

文
化
祭

　
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日�

１０
月
２４
日
㈫
、
２５
日
㈬　
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
２５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
内
）

作
品
展
示　

中
央
公
民
館
講
座
生
な
ど

　
古
文
書
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
、
ビ
ー
ズ
教
室
、

魚
沼
歌
壇
（
短
歌
）、
カ
ゴ
の
会
（
か
ご

作
品
）、
生
花

絵
の
展
示

地
区
園
児
（
５
歳
児
） 

　
八
幡
保
育
園
、
上
町
保
育
園
、
め
ぐ
み

野
こ
ど
も
園
、
野
の
百
合
こ
ど
も
園
、
む

い
か
ま
ち
こ
ど
も
園
、
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

問
事
務
局
（
島
村
弘
）

�

☎
７
７
７
・
２
５
５
４

第
４４
回 

南
魚
美
術
協
会
会
員
展

　
南
魚
美
術
協
会
会
員
に
よ
る
、
４
部
門

の
総
合
美
術
展
覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
１０
月
１４
日
㈯
～
１６
日
㈪

時
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
１６
日
㈪
は
午
後
４
時
ま
で

会
大
和
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

入
場
料　
無
料

公
開
合
評
会　

日
１０
月
１４
日
㈯

彫
刻　
午
後
１
時
～
１
時
３０
分

絵
画　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

写
真　
午
後
２
時
３０
分
～
３
時
３０
分

書
道　
午
後
３
時
３０
分
～
４
時
３０
分
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問
に
い
が
た
ア
ク
テ
ィ
部
事
務

局

�

☎
０
２
５
８
・
３
０
・
１
２
３
０

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
向
け

お
し
ご
と
説
明
＆
プ
チ
体
験
会

　
参
加
企
業
の
仕
事
の
魅
力
を
聞

い
た
り
、
気
に
な
る
仕
事
の
プ
チ

体
験
が
で
き
ま
す
。

日�

１０
月
３１
日
㈫　
午
後
１
時
～
３

時
（
受
付
開
始　
午
後
０
時
３０

分
～
）

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

対
お
お
む
ね
４０
歳
以
上

定
３０
人

費
無
料

内�

お
し
ご
と
説
明
、
お
し
ご
と
プ

チ
体
験
、
お
し
ご
と
Ｖ
Ｒ
体
験

な
ど

他
服
装
自
由

申
不
要
。
直
接
会

　
場
ま
で
。�

問
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
運
営
事
務
局

�

☎
０
１
２
０
・
４
２
５
・
３
６
２

市
公
式
の
単
発
お
仕
事
探
し

サ
イ
ト「
南
魚
沼
マ
ッ
チ
ボ
ッ

ク
ス
」
を
開
設
し
ま
し
た

　
数
時
間
単
位
で
働
け
て
、
す
ぐ

給
料
が
入
る
便
利
な
仕
事
探
し
サ

イ
ト
で
す
。

　
子
育
て
・
介
護
中
の
人
や
、
シ

ル
バ
ー
世
代
、
副
業
を
し
た
い
人

な
ど
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

求
人
を
掲
載
し
た
い
事
業
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

探
せ
る
仕
事
の
種
類

単
発
バ
イ
ト

　
好
き
な
仕
事
先
で
１
日
単
位
・

数
時
間
か
ら
仕
事
が
で
き
ま
す
。

体
験
就
業

　
「
ア
ル
バ
イ
ト
・
正
社
員
採
用
」

や
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
な
ど
、

長
期
雇
用
に
向
け
た
お
試
し
就
業

が
で
き
ま
す
。

事業者用サイト

求職者用サイト

�

問
南
魚
沼
市
観
光
協
会

�

☎
７
８
３
・
３
３
７
７

「
南
魚
沼
、
本マ

気ジ

丼
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

　
本
気
丼
は
「
産
地
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
南
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
お
腹
い
っ
ぱ

い
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
始
ま
っ
た
「
食
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
」
で
す
。

　
９
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
秋

と
冬
合
わ
せ
て
南
魚
沼
市
内
４５
店

舗
以
上
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ

り
が
詰
ま
っ
た
本
気
の
丼
が
出
揃

い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
各
店
舗
へ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
１０
月
１
日
か
ら
始
ま
る

秋
マ
ジ
と
、
１２
月
１６
日
か
ら
始
ま

る
冬
マ
ジ
の
２
部
制
で
す
。
こ
の

期
間
で
し
か
味
わ
え
な
い
丼
を
心

ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期�

秋
マ
ジ
：
１０
月
１
日
㈰
～
１２
月

１５
日
㈮
、
冬
マ
ジ
：
１２
月
１６
日

㈯
～
令
和
６
年
２
月
２９
日
㈭

参
加
店
舗

　
市
内
４５
店
舗
以

上
（
次
の
Ｑ
Ｒ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
）�問

・
申
国
際
大
学
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
推
進
・
地
域

連
携
室

�

☎
７
７
９
・
１
４
５
９

第
９
回

Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

　
Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ
は
、

国
際
大
学
の
教
員
が
専
門
分
野
の

中
か
ら
時
事
を
取
り
上
げ
、
対
話

を
通
じ
て
国
際
大
学
を
よ
り
知
る

た
め
の
交
流
の
場
で
す
。
月
１
回

の
開
催
で
、
全
１０
回
実
施
予
定
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
９
回
テ
ー
マ

　
「
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
行

政
改
革
：
独
立
行
政
法
人
改
革
の

顛
末
か
ら
見
る
日
本
の
政
官
関

係
」（
中
村 

絢
子
講
師
）

日�

１０
月
２１
日
㈯　
午
後
３
時
～
４

時
３０
分
（
開
場
：
午
後
２
時
３０

分
）

会�

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ

－

Ｂ
Ａ
（
Ｊ
Ｒ

六
日
町
駅 

東
口
１
階
）

費
無
料

申�

電
話
か
Ｑ
Ｒ
か

　
ら
お
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

�

問
保
健
課　

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

令
和
５
年
度

南
魚
沼
市
看
護
師
修
学
資
金

貸
与
者 

募
集

募
集
人
数

・
令
和
６
年
度
新
入
生
７
人
程
度

・
在
学
生
３
人
程
度

※�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
追
加

募
集
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
内
在
住
以
外
で
も
申
し
込
み

可
募
集
期
間

　
１０
月
２
日
㈪
～
１２
月
１５
日
㈮

　
午
後
５
時
１５
分
ま
で

選
考
方
法　
作
文
、
面
接
試
験

選
考
日　
１２
月
２３
日
㈯
（
予
定
）

問
・
申
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

メ
ニ
ュ
ー

・
油
淋
鶏

・
切
り
干
し
大
根
の
中
華
サ
ラ
ダ

・
杏
仁
豆
腐

日
１０
月
２８
日
㈯

午
前
の
部　
午
前
１０
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
３０
分
～

　
３
時
３０
分

会
あ
ぐ
り
ぱ
ー
く
八
色 

調
理
室

　
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
各
部
１０
人
（
先
着
順
）

費
１
，５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
川
島 

亜
紀
子
さ
ん

持�

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
（
４
人
分
程
度
）、
筆

記
用
具

※�

杏
仁
豆
腐
を
入
れ
る
容
器
は
蓋

付
き
タ
ッ
パ
ー
が
望
ま
し
い
。

持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
期
間

　
１０
月
５
日
㈭
～
１８
日
㈬
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問
・
申
企
画
政
策
課

�

☎
7
7
3
・
6
6
7
2

�

Ｆ
7
7
2
・
3
0
5
5

kikaku@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

基
礎
か
ら
知
ろ
う
！ 

男
女

の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
～
『
男
性
は
仕
事
、
女

性
は
家
庭
』
が
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

　
私
た
ち
は
誰
も
が
無
意
識
の
う

ち
に
、「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ

か
ら
」
と
い
う
性
別
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
込
み
を
持
っ
て
い

ま
す
。
職
場
、
家
庭
、
地
域
に
根

強
く
残
っ
て
い
る
こ
う
し
た
考
え

は
、
男
女
共
同
参
画
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
根
本
的
な
原
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
無
意
識
の
思
い
込
み
（
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）
に
気
づ

き
、「
男
性
も
女
性
も
、
意
欲
に

応
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

で
き
る
社
会
」
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
基
礎
的

な
内
容
で
す
。
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
１１
月
６
日
㈪

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育

て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

費
無
料

講�

朝
日 

由
香
さ
ん
（
株
式
会
社

テ
ィ
ッ
ク
ス
企
業
教
育
事
業
部 

相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

主�

催　
南
魚
沼
市
・
公
益
財
団
法

人 

新
潟
県
女
性
財
団

〆
１０
月
３１
日
㈫

く
ら
し
・
相
談�

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

・�

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日�

１１
月
１１
日
㈯　
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会�

塩
沢
庁
舎
２
階 

２
０
１
・
２

０
２
会
議
室

相
人
権
擁
護
委
員

・
阿
部 

正
廣
〔
島
新
田
〕

・
舘
野 

明
子
〔
古
川
〕

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

　
女
性
を
対
象
に
、
女
性
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

相
談
内
容

・
離
婚
問
題

・
家
庭
や
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

・�

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人

権
問
題

日
①
１１
月
１０
日
㈮

　
②
１１
月
１１
日
㈯

会①�
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
小
出
島
１
２
４
０

－

２
〕

②�

市
民
会
館
２
階 

婦
人
会
館
・

和
室

共
通
事
項

時
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

相
女
性
人
権
擁
護
委
員

交通規制情報 市道橋の架け替え工事に伴う全面通行止め
� 【問合せ】建設課 建設班　☎773・6674

　市道橋の架け替え工事
に伴い、宇津野新田から
青木新田までの市道宇津
野川端線で、長期にわた
り終日全面通行止め規制
を実施します。当該区間
は終日通り抜けができま
せんので、国道や県道な
どから迂

う

回
かい

してください。

期 �10月２日㈪～令和６年
７月下旬（予定）

規制内容
　終日全面通行止め

交
通
止
め
区
間

四十日川

三
国
川

魚関
越

自
動

車
道

野
川

17

工事箇所

四十日
新道
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問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
１０
月
１９
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人 

約
３０
分
）

〆
１０
月
１８
日
㈬　
正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」�

～
秘
密
厳
守
～

　
あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
等
学
校
不
登
校
な
ど

に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～
３９
歳

の
若
者
ま
た
は
家
族

日�

１１
月
１
日
㈬　
午
前
９
時
３０
分

～
１０
時
３０
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

〆
１０
月
２６
日
㈭

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
相

談
時
間
を
有
効
に
使
う
た
め
、

事
前
に
概
要
を
伺
い
ま
す
。

他�
支
援
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
は
随
時
受
付
中
。

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　

 

健
康
福
祉
環
境
部

�

☎
７
７
２
・
８
１
３
７

依
存
に
関
す
る
困
り
ご
と　

家
族
の
た
め
の
相
談
会

　
身
近
な
人
の
お
酒
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
薬
物
な
ど
「
も
し
か
し
て
依

存
症
で
は
？
」
と
心
配
し
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

専
門
医
療
機
関
や
相

談
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
が
話
を
伺
い

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
１１
月
１
日
㈬　

　
午
後
２
時
～
５
時

会
市
民
会
館

相�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
、
新

潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

南
魚
沼
地
域
振
興
局
、
社
会
福

祉
法
人
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど

〆
１０
月
２０
日
㈮

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課 

水
道
業
務
係

�

☎
７
７
４
・
３
１
４
１

　
下
水
道
課 

下
水
道
業
務
係

�

☎
７
７
４
・
２
７
４
０

南
魚
沼
市
上
下
水
道
事
業
の

イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

　
令
和
５
年
１０
月
か
ら
の
上
下
水

道
料
金
な
ど
の
請
求
に
つ
い
て
、

検
針
時
に
交
付
し
て
い
る
「
上
下

水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
な
ど

を
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

と
し
て
発
行
し
ま
す
。
個
人
・
法

人
問
わ
ず
同
じ
様
式
で
発
行
し
ま

す
の
で
、
仕
入
税
額
控
除
の
保
存

書
類
と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
事
業
者
登
録
番
号
や
イ
ン
ボ
イ

ス
対
応
す
る
帳
票
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
上
下
水

道
事
業
の
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
廃
棄
物
対
策
課

�

☎
７
８
２
・
０
３
３
９

し
尿
汲
取
手
数
料
の

イ
ン
ボ
イ
ス
は

廃
棄
物
対
策
課
ま
で

　
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
開
始
に
伴
い
、

仕
入
税
額
控
除
の
保
存
書
類
と
し

て
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

が
必
要
な
場
合
は
、
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

対�

し
尿
汲
取
手
数
料
を
支
払
っ
て

い
る
課
税
事
業
者

� ごみにしない! 3R推進コーナー
� 【問合せ】廃棄物対策課　☎782・0339

リデュース・リユースを行ってごみを減らし
最後にリサイクルを行うことが基本です

ごみを減らそう！
・必要な分だけ購入しよう
・レジ袋をやめてマイバッグを持参しよう
・使い捨て商品でなく詰め替え商品を

選ぼう

資源として活かそう！
・ごみは正しく分別しよう
・リサイクル製品を購入しよう

繰り返し使おう！
・壊れたら修理して物を大切に

長く使おう
・フリーマーケットを利用してみよう

Ｒｅｄｕｃｅ （リデュース）

Ｒｅｕｓｅ （リユース）Ｒｅｃｙｃｌｅ （リサイクル）

10月は3R推進月間です。
環境に優しい循環型社会
をめざして、ごみの減量
化に取り組みましょう。
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災害に備えて 防災コーナー
� 【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773・6660

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、

交
付
な
ど
の
時
間
外
・
日
曜
窓
口

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　
１０
月
１１
日
、
１１
月
２２
日

　
午
後
５
時
１５
分
～
７
時
３０
分

日
曜
窓
口

　
１０
月
１５
日
、
１１
月
１２
日

　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

受
付
窓
口　
市
民
課

申�

申
請
や
更
新
手
続
き
は
予
約
不

要
。
交
付
は
、
原
則
３
日
前
ま

で
に
受
付
専
用
電
話
（
☎
７
８

８
・
１
７
８
０
）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

持・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
。
顔
写
真
付

き
の
書
類
が
な
い
場
合
は
２
点
）

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
あ
る
人
）

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

他・�

顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。

・�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
こ
の
よ

う
な
場
面
で
使
え
ま
す

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

と
し
て
の
使
用

・�

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
各
種
証

明
書
の
取
得
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付

利
用
時
間
：
午
前
６
時
３０
分
～

午
後
１１
時
）

・
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

に
、
延
長
・
日
曜
窓
口
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
・
福
祉

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

配
付
し
て
い
ま
す

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
緊

急
時
に
必
要
な
医
療
情
報
を
専
用

の
容
器
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
く
も
の
で
す
。
救
急
車

を
呼
ん
だ
時
な
ど
に
、
か
か
り
つ

け
医
や
服
薬
情
報
が
す
ぐ
に
わ
か

る
た
め
、
迅
速
な
救
急
活
動
に
役

立
ち
ま
す
。
キ
ッ
ト
は
無
料
で
、

次
の
と
お
り
配
付
し
ま
す
。

①�

世
帯
員
が
す
べ
て
６５
歳
以
上
で
、

キ
ッ
ト
が
未
配
付
の
人
に
、
１０

月
〜
令
和
６
年
３
月
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
訪
問
し
て
配

付
し
ま
す
。

②�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
配

付
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

日
中
に
６５
歳
以
上
の
人
だ
け
が

在
宅
と
な
る
世
帯
で
、
認
知
症

で
あ
る
か
、
心
臓
疾
患
・
脳
血

管
障
害
の
既
往
歴
が
あ
る

・�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
を
持
ち
、
一
人
暮
ら

し
か
、
他
の
世
帯
員
が
す
べ
て

６５
歳
以
上

　
配
付
後
に
医
療
情
報
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
訪
問
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※�

災
害
時
な
ど
に
は
、
キ
ッ
ト
を

持
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い

 地震による家具の転倒対策をしていますか 
　平成7年の阪神・淡路大震災では、建物の中でけがを
した人の約半数は家具の転倒や落下が原因だったという
調査結果があります。転倒した家具の下敷きになったり、
割れたガラスによってけがをしたり、最悪の場合死亡す
る場合もあります。また、家具が転倒すると、避難の妨
げになる場合もあります。
　こうした家具の転倒などは、転倒防止用の器具の取り
付けやガラスの飛散防止シートの貼り付けなどで防ぐこ
とができます。大地震では家具は必ず倒れるものと考え、
「自分の命は自分で守る」ため、家具の転
倒対策をしましょう。

市ウェブサイト
「地震への備え」はこちら▶

市報 みなみ魚沼　令和5年10月1日発行23
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問
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

�
☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

精
神
障
が
い
者
へ
の

入
院
医
療
費
助
成

　
精
神
疾
患
で
入
院
し
て
医
療
費

を
支
払
っ
た
人
に
、
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
精
神

疾
患
を
支
給
事
由
と
す
る
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外

・
生
活
保
護
世
帯
の
人

・
一
定
の
所
得
額
を
超
え
る
世
帯

・�

県
障
の
受
給
者
の
う
ち
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る

申
請
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
年
金
証
書

問
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

身
体
障
が
い
者
の
運
転
免
許

取
得
費
・
自
動
車
改
造
費
の

助
成

運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

　
第
１
種
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
取
得
す
る
費
用
の
３
分
の
２
を

助
成
し
ま
す
。

※
限
度
額
は
１０
万
円

対�

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
る

・‌�

身
体
障
害
者
手
帳�（
１
～
４
級
）

を
所
持
し
て
い
る

・�

免
許
を
取
得
に
よ
り
就
労
な
ど
、

社
会
参
加
が
見
込
ま
れ
る

申
請
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳

※�
自
動
車
学
校
に
入
校
す
る
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
助
成

金
は
免
許
取
得
後
に
支
払
わ
れ

ま
す

自
動
車
改
造
費
の
助
成

　
就
労
な
ど
の
社
会
参
加
の
た
め

に
自
動
車
を
改
造
し
た
場
合
に
、

改
造
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

①
本
人
が
運
転
す
る
場
合

　
上
限
１０
万
円
で
実
支
出
額
を
助

成
。

②
介
護
者
に
よ
る
運
転
の
場
合

　
上
限
４０
万
円
で
実
支
出
額
を
助

成
。
た
だ
し
、
申
請
者
の
属
す
る

世
帯
の
課
税
状
況
で
改
造
費
の
３

分
の
２
ま
た
は
２
分
の
１
を
助
成
。

対�

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
る

・‌�

改
造
に
よ
っ
て
社
会
参
加
の
日

数
が
６
か
月
以
上
継
続
し
て
、

週
１
日
以
上
ま
た
は
月
４
日
以

上
見
込
ま
れ
る

・�

過
去
５
年
間
に
本
制
度
に
よ
る

助
成
を
受
け
て
い
な
い

①
本
人
が
運
転
す
る
場
合

　
上
肢
、
下
肢
、
体
幹
不
自
由
の

１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
。
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
運

転
免
許
に
改
造
要
件
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

②
介
護
者
に
よ
る
運
転
の
場
合

　
１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
、
車
い
す
を
利

用
し
て
い
る
。

※�

世
帯
に
市
民
税
所
得
割
額
が
４６

万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合
は

対
象
外

申
請
に
必
要
な
も
の　

・
身
体
障
害
者
手
帳

・�
改
造
費
用
の
わ
か
る
見
積
書

（
既
製
改
造
車
購
入
の
場
合
は

改
造
車
と
標
準
車
の
２
種
類
）

・
カ
タ
ロ
グ

・
運
転
免
許
証

・�

社
会
参
加
の
日
数
を
確
認
で
き

る
書
類
（
通
勤
、
通
学
、
通
所
、

通
院
証
明
な
ど
）

※�

既
存
車
両
を
改
造
す
る
場
合
、

改
造
前
の
車
の
写
真
、
車
検
証

申�

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係 
�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

高
齢
者
や
要
配
慮
世
帯
の

住
宅
除
雪
援
助
事
業

　
住
宅
屋
根
の
除
雪
を
自
力
で
行

う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
を
対
象
に
、
除

雪
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対�

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
～
４

級
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
１
級
）、
療
育
手
帳

（
Ａ
）�の
交
付
を
受
け
た
者
の
み

③�

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
か
②
に
該
当
す

る
子
ど
も
の
み

対
象
外
の
世
帯

・�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生

活
保
護
費
で
対
応
）

・�

市
・
県
民
税
（
所
得
割
）
の
課

税
世
帯

・�

親
族
な
ど
か
ら
除
雪
作
業
へ
の

労
力
の
支
援
や
金
銭
的
な
支
援
、

日
常
生
活
へ
の
援
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

（
１
親
等
の
親
族
が
同
一
旧
町

内
に
居
住
し
て
い
る
、
３
親
等

内
の
親
族
に
よ
る
支
援
が
あ
る

な
ど
）

・�
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
、
市
・

県
民
税
な
ど
で
市
内
に
居
住
す

る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る

・�

３
か
月
以
上
対
象
住
宅
を
不
在

と
す
る
（
対
象
と
な
っ
て
も
１

か
月
を
超
え
て
不
在
と
な
る
場

合
は
援
助
の
対
象
外
）

対
象
と
な
る
除
雪
作
業

・�

実
際
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
の

人
力
に
よ
る
屋
根
雪
の
除
雪
作

業
（
合
計
２４
時
間
以
内
）

※�

雪
下
ろ
し
の
で
き
る
ア
ン
グ
ル

が
設
置
さ
れ
た
金
属
屋
根
や
瓦

屋
根
な
ど
が
対
象
。
自
然
落
雪

式
や
融
雪
式
は
原
則
対
象
外
。

ま
た
、
車
庫
や
倉
庫
、
空
き
家

な
ど
の
除
雪
作
業
も
対
象
外

申�

作
業
前
に
、
地
域
の
民
生
委
員

･
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
福
祉

課
に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
令
和
４
年
度
に
本
事
業
を

利
用
し
た
人
は
、
民
生
委
員
･

児
童
委
員
が
訪
問
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
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軽度・中等度難聴児の補聴器購入費助成
� 【問合せ】福祉課 障がい福祉係　☎773・6667　Ｆ 773・6723

　身体障害者手帳の交付対象とならない、軽度または中等度難聴児の言語の習得とコミュニケーション能力
の向上を図るため、補聴器購入費の一部を助成します。

対次の要件をすべて満たす18歳未満の難聴児
・市内に住所がある
・�両耳の聴力レベルが30デシベル以上で、身体障
害者手帳の交付対象とならないもの
※医師が補聴器の装用を必要と認めた場合は対象
・�補聴器の装用により、言語の取得などに一定の効
果が期待できると医師が判断したもの

助�成内容　補聴器の種類ごとに定める基準額と見積
り額のいずれか少ない額の2/3を助成します。

※�世帯内に市民税所得割の課税額が46万円以上の
人がいる場合や助成決定前に購入した場合は対象
外

申�申請書、医師の意見書、補聴器の見積書などを福
祉課 障がい福祉係、大和・塩沢市民センターに
ご提出ください

※�助成制度について詳しくは、お問い合わせくだ
さい

補聴器購入費助成基準額表

補聴援助システムの購入に関する補足説明
・�補聴器と併せて補聴援助システムを必要とする場合は、補聴器と補聴援助システムの基準価格を合算した
額を基準価格とします。
・すでに補聴器を装着している対象者は、単独で補聴援助システムを助成の対象にできます。

補聴器の種類 1台当たりの
基準価格 基準価格に含まれるもの 耐用年数

軽度・中等度難聴用ポケット型 43,200円

①補聴器本体（電池を含む）
②イヤーモールド
※�イヤーモールドを必要としない場合
は、基準価格から9,000円を除く

原則5年

軽度・中等度難聴用耳かけ型 52,900円

高度難聴用ポケット型 50,600円

高度難聴用耳かけ型 52,900円

重度難聴用ポケット型 64,800円

重度難聴用耳かけ型 76,300円

耳あな型（レディメイド） 96,000円

耳あな型（オーダーメイド） 137,000円 補聴器本体（電池を含む）

骨導式ポケット型 70,100円
①補聴器本体（電池を含む）
②骨導レシーバー
③ヘッドバンド

骨導式眼鏡型 127,200円

①補聴器本体（電池を含む）
②平面レンズ
※�平面レンズを必要としない場合は、基
準価格から1枚につき3,600円を除く

補聴援助システム（受信機） 92,000円 －

補聴援助システム
（オーディオシュー） 5,000円 －
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問
・
申
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

知
ら
な
い
と
怖
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性

腎
臓
病
）～
慢
性
腎
臓
病
の
基

礎
知
識
、
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
～

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
は
新

た
な
国
民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
が
進
む
と
尿
が
作
ら
れ
な
く

な
り
、
人
工
透
析
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

で
予
防
で
き
ま
す
。

　
腎
臓
専
門
医
か
ら
慢
性
腎
臓
病

の
基
礎
知
識
や
予
防
に
つ
い
て
の

話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
１０
月
２６
日
㈭

　
午
後
７
時
～
８
時
１５
分

会
本
庁
舎 

大
会
議
室

講�

田
部
井 

薫
先
生
（
南
魚
沼
市

民
病
院 

透
析
セ
ン
タ
ー
長
）

〆
１０
月
１９
日
㈭

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
・
申
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

長
く
お
酒
を
楽
し
む
た
め
の

飲
み
方
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
市
に
は
た
く
さ
ん
の
地
酒
が
あ

り
、
毎
日
飲
酒
す
る
人
や
一
度
に

た
く
さ
ん
飲
む
人
も
多
い
地
域
で

す
。
し
か
し
、
健
康
に
悪
影
響
の

あ
る
飲
み
方
を
続
け
る
こ
と
で
、

断
酒
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
長
く
お
酒
を
楽
し
む
た
め
の
正

し
い
お
酒
の
飲
み
方
に
関
す
る
講

演
会
を
実
施
し
ま
す
。
適
切
な
飲

み
方
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
１１
月
１
日
㈫

　
午
後
２
時
～
４
時

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

定
２０
人
（
先
着
順
）

講�

佐
久
間 
寛
之
先
生
（
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構 

さ
い

が
た
医
療
セ
ン
タ
ー 

院
長
）

〆
１０
月
２５
日
㈬

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※�

南
魚
沼
市
健
康
推
進
員
は
申
込

不
要

問
・
申
南
魚
沼
保
健
所
（
南
魚

沼
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉

保
健
部
）

�

☎
７
７
２
・
２
４
５
７

�

Ｆ
７
７
２
・
２
１
９
０

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
人

へ
の
一
時
金

　
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手

術
な
ど
を
受
け
た
人
を
対
象
に
、

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

昭
和
２３
年
９
月
１１
日
～
平
成
８

年
９
月
２５
日
に
旧
優
生
手
術

（
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
）

を
受
け
た

②�

①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生
殖

を
不
能
に
す
る
手
術
ま
た
は
放

射
線
の
照
射
を
受
け
た

支
給
額　
３
２
０
万
円
（
一
律
）

請
求
方
法

　
保
健
所
へ
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
請
求
書
や
必
要

書
類
の
様
式
は
、
厚
生
労
働
省
の

特
設
サ
イ
ト
や
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
）

〆
令
和
６
年
４
月
２３
日
㈫

※�

詳
し
く
は
、
Ｑ

　
Ｒ
か
ら
ご
確
認

　
く
だ
さ
い

�
問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

「
い
つ
も
の
暮
ら
し
に

　
が
ん
検
診
を
」

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

１０
月
は
「
が
ん
検
診
受
診
率

５０
％
達
成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
一
生
の
う
ち
に
国
民
の
２
人
に

１
人
が
が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
の
が
ん
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
で
は
、

初
期
段
階
の
が
ん
を
発
見
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
へ

の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き

く
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
住
民
健
診
は
１１
月
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
日
程
は
、
健
診
カ
レ
ン

ダ
ー
か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
住
民
健
診
の
申
し

込
み
や
相

談
は
、
保

健
課
に
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

南魚沼健康ポイントの参加を受け付けています
� 【問合せ】保健課　☎773・6811

　南魚沼健康ポイント事業を実施しています。
健康づくりに取り組んで50ポイントを貯め
ると、抽選ですてきな景品が当たります。
　ポイントカードは応募窓口で配布していま
す。L

ラ イ ン

INEでためることもできますので、気
軽にご参加ください。
※�健康ポイントのため方や応募方法など詳
しくは、市報5月1日号をご覧ください

〆第2期　令和6年2月29日㈭
応�募窓口　保健課、市役所総合窓口、大和・
塩沢市民センター、市民会館、ディスポー
ト南魚沼、南魚沼市トレーニングセンター
※�応募窓口での受付時間は、各施設の開庁
日・開館日と同じです

公式LINE

南魚沼健康ポイント
公式マーク
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※�

②
は
申
請
が
必
要
。
た
だ
し
、

令
和
５
年
３
月
以
降
に
出
生
し

た
人
や
転
入
な
ど
で
児
童
手
当

の
請
求
を
し
た
人
の
う
ち
、
令

和
５
年
度
の
住
民
税�（
均
等
割
）

が
非
課
税
の
人
は
申
請
不
要

対
象
外
と
な
る
人

・�

令
和
５
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親

世
帯
分
）
を
受
給
し
た

・�

前
住
所
地
で
本
給
付
金
受
給
済

申
請
書
類
配
布
窓
口

　
子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
期
限　

　
令
和
６
年
２
月
２９
日
㈭
ま
で

問
子
育
て
支
援
課

　
子
育
て
応
援
係

�
☎
７
７
３
・
６
８
２
２

１０
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
、
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

振
込
日　
１０
月
１２
日
㈭

対
象
月　
６
月
～
９
月
分

手�

当
の
支
給
月
額
（
児
童
一
人
当

た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童

�

一
律 

１
５
，０
０
０
円

問
・
申
新
潟
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

☎�

０
２
５
・
３
８
１
・
８
１
１
２

Ｆ�

０
２
５
・
３
８
１
・
８
１
１
６

jyoho@
n-fureaiplaza.

com

手
話
を
学
ぼ
う

楽
し
く
話
そ
う

　
手
話
に
興
味
が
あ
る
、
手
話
で

会
話
を
し
て
み
た
い
人
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
親
子
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

日
１０
月
２９
日
㈰

　
午
前
の
部　
午
前
１０
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
３
時

会
塩
沢
公
民
館
２
階 

研
修
室

定
２０
人
（
先
着
順
）

費
無
料

持
昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

〆
１０
月
２２
日
㈰

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　
第
１
・
２
子�

１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降�

１
５
，０
０
０
円

中
学
生�

一
律 

１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付�

一
律 

５
，０
０
０
円

　
（
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し

た
受
給
者
）

問
子
育
て
支
援
課

　
子
育
て
応
援
係

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

養
育
費
の
取
決
め
を

支
援
し
ま
す

　
離
婚
な
ど
で
ひ
と
り
親
に
な
っ

た
家
庭
の
養
育
費
の
取
決
め
を
支

援
す
る
た
め
、
公
正
証
書
な
ど
の

作
成
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
時

に
ひ
と
り
親
で
あ
っ
て
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・�

養
育
費
の
取
り
決
め
の
た
め
の

費
用
を
負
担
し
て
い
る

・�
養
育
費
の
取
り
決
め
に
関
す
る

債
務
名
義
（
強
制
執
行
認
諾
約

子
育
て
・
教
育�

問
・
申
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

令
和
５
年
度 

子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と

り
親
世
帯
以
外
分
）
の
支
給

　
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面

し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
、
生
活
支
援
の

た
め
の
特
別
給
付
金
を
給
付
し
ま

す
。

支
給
額　

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

対�①�

令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
受
給
者

（
令
和
５
年
５
月
２６
日
に
支
給

済
）

②�

平
成
１７
年
４
月
２
日
（
特
別
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
の
場
合
は

平
成
１５
年
４
月
２
日
）
か
ら
令

和
６
年
２
月
２９
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
す
る
人

で
令
和
５
年
度
住
民
税
（
均
等

割
）
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

に
よ
り
令
和
５
年
１
月
１
日
以

降
に
家
計
が
急
変
し
、
収
入
状

況
が
非
課
税
相
当
と
な
っ
た
人

款
付
き
公
正
証
書
、
調
停
調
書
、

審
判
書
な
ど
）
を
有
し
て
い
る

・�

養
育
費
の
取
り
決
め
の
対
象
と

な
る
児
童
（
２０
歳
未
満
）
を
扶

養
し
て
い
る

・�

過
去
に
同
一
の
債
務
名
義
で
同

様
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

対
象
経
費

・
公
証
人
手
数
料

・�

調
停
や
訴
訟
に
必
要
な
収
入
印

紙
代

・�

裁
判
所
や
公
証
人
役
場
に
提
出

す
る
戸
籍
謄
本
な
ど
の
費
用

・�

裁
判
所
や
公
証
人
役
場
と
の
連

絡
用
の
切
手
代

・
弁
護
士
な
ど
へ
の
相
談
費
用

・�

Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争
解
決
手

続
）
に
よ
る
和
解
に
要
し
た
費

用
補
助
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

　
（
上
限
２
５
，０
０
０
円
）

他・�

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
し
た
債
務
名
義
が
補
助
対
象
。

・�

債
務
名
義
を
取
得
し
た
翌
日
か

ら
６
か
月
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
債
務
名
義

を
取
得
し
た
日
が
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
の

場
合
は
、
令
和
６
年
２
月
８
日

ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

空き家所有者と空き家を探してい
る人をつなぐお手伝いをします！ 
気軽にお問い合わせください。

【問合せ】
　U&Iときめき課
　☎773・6659

空き家バンク
物件募集！
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令和6年度 学童保育児童募集
� 【問合せ】各運営団体、学校教育課　☎773・6700

　学童保育は、保護者が仕事などで不在の間、放課後の小学生に適切な遊びと生活の場を与え、健全な育
成支援を行う事業です。申し込み多数の場合は、施設状況などにより入所できない場合があります。
　入所するには、毎年度申請が必要です。現在入所している児童で継続して入所を希望する人や長期休み
のみの入所、年度途中の入所を希望する場合も、募集期間中にお申し込みください。

募集期間　11月1日㈬～15日㈬
申�請書　10月18日㈬から学童クラブ、保育園、認
定こども園、市民課、大和・塩沢市民センター、
小学校、学校教育課で配布します。

費月額7,000円（おやつ代・保護者会費は除く）
※延長保育を利用する場合は別料金が必要
対保護者が就労などで、昼間家庭にいない小学生
※定員を超えた場合は、低学年を優先します

申�入所を希望する学童クラブに、直接お申し込みく
ださい。（電話申込みは不可）家庭などでの児童
の様子を把握するため、申込み時に指導員が面接
を行います。

他�保護者の所得などにより、保育料の減免措置があ
ります。詳しくはお問い合わせください。

クラブ名 対象
小学校区

保育施設の
場所

通常保育時間（延長保育時間） 運営団体

月～金曜日 休校日
（夏休みなど） 土曜日 団体名 問・申

太陽 三用･赤石 うるおいの里
みよう

放課後～
18：00
（～18：30）

8：00～18：00
（～18：30）

※�北 辰 第 二
のみで実施
8：00～13：00
（～18：30）

NPO法人
すまいるネッ
ト南魚沼
777・2834

779・2943

おおさき 大崎 大崎小学校 779・2778
薮神 薮神 薮神小学校 777・3885

おおまき おおまき おおまき
小学校 776・4890

どんぐり 城内 城内小学校 775・2941

にこにこ 五十沢 五十沢
小学校 774・2954

北辰第一 北辰 北辰小学校
地内

773・3623
北辰第二 770・0052

六日町 六日町 六日町
小学校地内 773・6179

中之島 中之島 中之島
小学校 782・0314

上田 上田 上田小学校
隣 782・4099

石打 石打 石打小学校 783・2943

大空 浦佐 浦佐認定
こども園前

放課後～
18：00
（～19：00）

8：00～18：00
（7：30～8：00、
18：00～19：00）

8：00～13：00
（7：30～8：00、
13：00～19：00）

医療法人社団
萌気会 777・4567

わかば
塩沢

塩沢金城
わかば
児童館

8：30～13：00
（7：30～8：00、
13：00～18：00）

社会福祉法人
若葉会 782・5163金城

牧之
野の百合

家庭教育館 六日町

野の百合
こども園併設 8：00～13：00

（7：30〜8：00、
13：00〜18：30）

社会福祉法人
野の百合福祉
会

772・2627第2野の百合
家庭教育館

野の百合
こども園併設

たんぽぽ
主に

六日町地区
の小学校

六日町1479-1
ダイヤパレ
ス2階

放課後～
18：00
（～19：30）

7：30〜18：00
（〜19：30）

7：30～18：00
（〜19：30）
※�日曜・祝日も実施

社会福祉法人
長慶福祉会 773・2556

※すまいるネット南魚沼の土曜保育は、利用者減少により北辰第二クラブに集約して行っています
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体育施設の利用団体調整会議
� 【問合せ】生涯スポーツ課　☎773・6630

ス
ポ
ー
ツ

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

無
料
体
力
測
定
会

参
加
者
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
、
自
分
の
体

力
年
齢
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
日
々
運
動
し
て
い
る
人
、
普
段

あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
人
な

ど
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日�

１０
月
２９
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分

～
１１
時
３０
分
（
随
時
受
付
）

会�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
２
階 

ア
リ
ー
ナ

資
２０
歳
以
上
で
健
康
な
人

費
無
料

測
定
種
目
な
ど

共
通　
身
長
、
体
重
、
血
圧

２０�
歳
～
６４
歳　
握
力
、
上
体
起
こ

し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と

び
、
２０
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立

ち
幅
跳
び

６５�
歳
～
７９
歳　
握
力
、
上
体
起
こ

し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足

立
ち
、
１０
ｍ
障
害
物
歩
行
、
６

分
間
歩
行

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

持
内
履
き

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

他�

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
（
１０

ポ
イ
ン
ト
）
で
す
。

�

南魚沼
健康ポイント
公式マーク

問
・
申
南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
事
務
局
（
市
民
会
館
内
）

�
☎
７
７
３
・
６
６
３
０

Ｋコ

バ

Ｏ
Ｂ
Ａ
式
体
幹
★
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

柔
軟
性
・
安
定
性
・
バ
ラ
ン

ス
・
連
動
性
を
鍛
え
る
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
入
門
編
で
す
。

日
１１
月
１６
日
㈭　

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

対
だ
れ
で
も

定
４０
人
（
先
着
順
）

費
無
料

講�

小
林
英
樹
さ
ん�（
小
林
接
骨
院
）

持�

内
履
き
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

敷
物
（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
バ
ス
タ

オ
ル
な
ど
）

〆
１１
月
１０
日
㈮　
午
後
５
時

他�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

主�

催　
南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

競
技
力
向
上
委
員
会

 スラックライン講習会�
日 10月18日㈬　17：30～18：30　※雨天中止
対だれでも　定 10人（先着順）　
※未就学児の場合は、保護者の付き添いが必要
費会員新規：無料、会員再受講・一般：200円
※別途、施設利用料100円が必要（定期券可）
 トレーニングマシン使用法講習会�
日 10月15日㈰　12：00～13：30　対中学生以上
定６人（先着順）　費会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）

ディスポート南魚沼
10月の休館日：２日㈪、10日㈫、

16日㈪、23日㈪、30日㈪公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内� ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

 4人制ワンバウンドバレーボールクラブ�
期 11月15日～令和６年３月28日の水・木曜日
　13：30～15：30
※日程の詳細は教室カレンダーをご覧ください
対おおむね50歳以上
費会員：無料、一般：4,000円
受付　10月３日㈫　9：00～

 今シーズンの営業を終了します�
屋外体育施設 　営業は10月31日㈫まで。11月１日㈬以降は、屋外トイレも使用不可となります。
対�象施設　大和野球場、浦佐グラウンド、二日町グラウンド・テニスコート、塩沢グラウンド、大福寺工
業団地多目的広場、中之島農村広場

申ディスポート南魚沼�（電話申込み可）
持運動着、運動靴、タオル、飲み物

共通
事項

調整期間　12月1日㈮～令和6年3月31日㈰
※調整会議への参加は団体登録が必要です

六日町地域体育施設
日 10月24日㈫　午後7時～
会市民会館 多目的ホール

塩沢地域体育施設
日 10月25日㈬　午後7時～
会塩沢公民館1階 講堂

大和地域体育施設
日 10月26日㈭　午後7時～
会大和公民館2階 大会議室
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南魚沼市	㊊～㊎ 9：30～20：00（㊏㊐㊗ 19：00まで）　休館 5日㈭、19日㈭
大　和 	☎777・4671　㊋～㊐㊗ 9：00～19：00　
	 休館 月曜日（9日は祝日のため10日が休み）
塩　沢 	☎782・0100　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）

10月の
開館日時

図 書 館
問 �・申南魚沼市図書館
� ☎773・6677

10月27日～11月9日は秋の読書週間
　今年の標語は「私のペースで しおりは進む」です。

テーマ展示
　「スポーツで健康になろう」「お米を味わう」「秋の
読書週間」「ハッピーハロウィン」など。

プラチナ企画 DVD上映会
やなせたかし
日 10月12日㈭　10：00～11：30（90分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者　定 50人（先着順）

DVD上映会
恐竜超伝説　劇場版ダーウィンが来た！
日 10月28日㈯　10：00～11：26（86分）
会図書館 多目的室　対子ども・一般　定 50人（先着順）

大人のための語りの会
おもしろい話や不思議な話に耳を傾けてみませんか?
日 10月15日㈰　14：00～15：00　
会図書館 多目的室　対中学生以上・一般
定 50人（先着順）

雑誌リサイクル市（読書週間企画）
　保存期間の過ぎた雑誌を無償で配布します。
日 10月28日㈯～11月12日㈰
会図書館 サービスカウンター前
対図書利用カードをお持ちの人（本人に限る）
　1人3冊まで。事前予約、取り置き不可。雑誌が無
くなり次第終了します。

巡回図書をご利用ください　
・塩沢図書室　9月21日㈭に200冊入れ替えました。
・大和図書室　10月19日㈭に入れ替え予定です。

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内�パネルシアター「いないいないばあ」など乳幼児
向けの絵本の読みきかせ

おはなしのじかん
日 10月8日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者ほか

読書のつどい
日 10月21日㈯　10：30～11：15
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
テ�ーマ「あき」　定 50人（先着順）

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
　空飛ぶオバケと遊ぼう！ 風船になったオバケを飛
ばして遊ぼう。
日 10月27日㈮　10：00～11：30
会大和公民館 1階和室　対乳幼児・保護者　費無料

相続登記と遺言書保管制度のはなし
　相続登記の義務化や遺言書保管制度の講話です。
講法務局 南魚沼支局
日 10月24日㈫　14：00～15：00� 会図書館 多目的室
対一般　申電話か直接図書館にお申し込みください。

教えて、じゅげむ先生！ 親子らくご教室
　親子の仲を深める楽し～いワークショップ。
日 11月11日㈯　10：30～11：30� 会図書館 多目的室
対�小学生以上の子どもとその保護者（乳幼児の入場も可）
費保護者500円、子ども無料　定 20組（先着順）
申電話か直接図書館にお申し込みください。

新着図書の一部を紹介　※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます
《よみもの》
・天災ものがたり� 門井 慶喜
・ふりさけ見れば　上・下� 安部 龍太郎
・鷹の惑い� 堂場 瞬一
・リスペクト� ブレディ みかこ
・青瓜不動� 宮部 みゆき
・鈍色幻視行� 恩田 陸
・ルミネッセンス� 窪 美澄
・私たちの世代は� 瀬尾 まいこ
・いい子のあくび� 高瀬 隼子
・可燃物� 米澤 穂信
・亀甲獣骨　蒼天有眼雲ぞ見ゆ� 山本 一力
・幸せになる聞き方・話し方� 五木 寛之

《その他》
・生成AI� 小林 雅一
・�自然、文化、そして不平等　国際比較と歴史の視点
から� トマ・ピケティ
・�マンガと図解新くらしの税金百科2023=2024
� 納税協会連合会
・子どもの自信が育つほめ方・叱り方� 山下 直樹
・天気も宇宙も！ まるわかり空の図鑑� 武田 康男
・�認知症700万人時代　ともに生きる社会へ
� 鈴木 雅人
・�なぜ、その米は売れるのか？　進化する原宿の米屋
のマーケティング術� 小池 理雄
・講談放浪記� 神田 伯山
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文化施設

 富岡惣一郎「雪に魅せられて」�
期 11月27日㈪まで
　初期から晩年までの作品19点を展示。
 同時開催　中井菜央写真展 －雪からはじまる－�
期 �11月27日㈪まで（トミオカホワイト美術館と鈴木
牧之記念館の2会場で開催）

　新潟の雪が作り出す光景や出会った人々を写した作
品34点と新作動画「流れる」を展示。
中井菜央ギャラリートーク 
日 10月22日㈰　14：00～15：00
※要入館料・申込み不要
 ギャラリー展　北村美咲「PEN ART Ⅷ」�
期 �10月1日㈰　11：00～31日㈫　16：00
会ギャラリー　費観覧無料

今泉記念館アートステーション

☎783・4500　Ｆ783・3388
費一般500円／小中高250円

開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
10月は毎日開館します

池田記念美術館

☎780・4080　Ｆ777・3815
費一般500円／高校生以下無料

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
10月の休館 毎週水曜日、23日㈪～27日㈮

トミオカホワイト美術館

☎775・3646　Ｆ775・3650
費一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
10月は毎日開館します

南魚沼市民会館

☎773・5500　Ｆ772・8161

受付 8：30～17：15
10月の休館 2日㈪、10日㈫、16日㈪、23日㈪、30日㈪

鈴木牧之記念館

☎・Ｆ782・9860
費一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～17：00（入館終了 16：30）
10月は毎日開館します

 中井菜央写真展 －雪からはじまる－�
期 �11月27日㈪まで（鈴木牧之記念館とトミオカホワ
イト美術館の2会場で開催）

［トークイベント］平間 至×中井 菜央
日 11月4日㈯　15：30～17：00
会鈴木牧之記念館　定 30人　費入館料
申電話でお申し込みください。
※11月4日㈯はイベント開催のため、15：00で閉館

平間 至 氏プロフィール
　1963年、宮城県塩竈市生まれ。日本大学芸術学部
写真学科を卒業後、写真家 伊島薫氏に師事。躍動感
のある人物撮影で、今までにないスタイルを打ち出し、
写真から音楽が聴こえてくるような作品により、多く
のミュージシャン撮影を手掛ける。2015年、東京・
三宿に平間写真館TOKYOをオープン。

 特別展 田中コレクションに見る「棟方志功の世界」�� ～棟方志功生誕120周年記念 全収蔵作品144点一挙公開～�
期 11月5日㈰まで
　棟方志功生誕120周年を記念して、当館所蔵の棟
方志功作品を特別大公開。棟方志功の代表作「二菩薩
釈迦十大弟子」をはじめ、板画・倭画併せて144点
すべての作品が登場します。同じ版木でも裏彩色によ
り印象が大きく変わる作品や、書も展示。当館の棟方
志功作品は人気の高い美人画を中心としたコレクショ
ンで、故田中政之氏（1948～1992年、六日町出身）
が熱意を持って収集され、後に市に寄贈された作品です。

 第7回 八色の森の美術展+子ども絵画展�
期 10月22日㈰まで
　全国各地から現代美術の世界で活躍する作家36人
が出品し、地元の子どもたちの作品と一緒に共同展示
する注目の展覧会。
関連イベント　日 10月22日㈰
文化講座　美術館と現代美術と展覧会
時 11：00～12：30
講南 雄介(美術評論家・前愛知県美術館館長)
車座シンポジウム　アートの拡がりとこだわり
時 13：30～15：30

 14thうおぬまLiricaコンサート�� FANTASTIC メリーゴーランド�
出�演　指揮：古川圭子、ソプラノ：鈴木規子、マリン
バ：小野塚桜子、ピアノ：上村明子、松田千絵里、
合唱：南魚沼市民合唱団うおぬまLirica、南魚沼市
少年少女合唱団

予定曲目　君をのせて、カントリーロード、時代�ほか
日 11月12日㈰　開演13：30（開場13：00）
会市民会館 大ホール
チケット　全席自由席
・一般1,000円（当日1,200円）
・高校生以下無料（要整理券）
※好評発売中

11月27日㈪まで市民無料

平間 至 中井 菜央

×
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掲
示
板

問
環
境
交
通
課

�
☎
７
７
３
・
６
６
６
６

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動

実
施
期
間　
１０
月
１
日
㈰
～
３１
日
㈫

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
ひ
ろ
げ
よ
う　

長
寿
社
会
へ　

無
事

故
の
輪
」

運
動
の
重
点

・�

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

・�

道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
と
夜
光
反
射

材
の
積
極
的
な
活
用

・�

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
こ
ま
め
な
切
替

え
　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
没
が
早
ま
り
、

夕
暮
れ
時
の
視
認
性
が
低
下
し
、
道
路
横

断
中
の
歩
行
者
と
の
交
通
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早

め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
は
夜
光

反
射
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
議
会
事
務
局

�

☎
７
７
３
・
６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

９
月
定
例
会
【
一
般
質
問
】

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
９
月
市
議
会

定
例
会
の
一
般
質
問
を
放
送
し
ま
す
。

　
放
送
日
程
や
質
問
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放�

送
予
定
議
員
（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、

１０
月
９
日（
月
・
祝
）か
ら
予
定
）

勝
又 

貞
夫
、
桑
原 

圭
美

中
沢 

道
夫
、
目
黒 

哲
也

佐
藤 

剛
、
梅
沢 

道
男

永
井 

拓
三
、
川
辺 

き
の
い

塩
川 

裕
紀
、
吉
田 

光
利

清
塚 

武
敏
、
大
平 

剛

黒
岩 

揺
光
、
中
沢 

一
博

寺
口 

友
彦
、
田
中 

せ
つ
子

問
・
申
公
益
社
団
法
人
南
魚
沼
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
☎
７
７
２
・
４
９
７
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

１０
月
１７
日
㈫
は
感
謝
の
日

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
支
援
に
感
謝

を
込
め
て
、
除
草
・
清
掃
な
ど
の
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
す
。

会�

六
日
町
駅
・
五
日
町
駅
・
魚
沼
丘
陵
駅

周
辺
、
大
和
庁
舎
・
浦
佐
駅
周
辺
、
塩

沢
市
街
地
街
路
周
辺

会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
地
域

の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
お

む
ね
６０
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仕
事
承
り
ま
す

　

草
刈
り
・
ふ
す
ま
張
り
・
清
掃
・
剪

定
・
雪
囲
い
な
ど
、
臨
時
、
短
期
、
仕
事

量
に
関
わ
ら
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
２

１０
月
は
土
地
月
間

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の

権
利
取
得
者
は
契
約
締
結
か
ら
２
週
間
以

内
に
、
市
役
所
を
通
じ
て
県
知
事
に
届
け

出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
の
内
容

　
土
地
の
面
積
や
利
用
目
的
な
ど

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積

都
市
計
画
区
域�

５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外�

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

問
新
潟
労
働
局
賃
金
室

�

☎
０
２
５
・
２
８
８
・
３
５
０
４

最
低
賃
金
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
１０
月
１
日
㈰
か
ら
、
新
潟
県
最
低
賃
金

が
時
間
額
９
３
１
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
働
く
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、

使
用
者
も
労

働
者
も
最
低

賃
金
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

～うおぬま地方の健康調査～
10年後アンケートを行います

【問合せ】‌�新潟大学大学院医歯学総合研究科 
健康増進医学講座 南魚沼分室

� ☎775・7876

 対象者には10月にアンケートが届きます 
　今回の調査は、平成25年度に「うおぬま地方の健
康調査（魚沼コホート研究※）」にご協力いただいた
人が対象です。ご記入の上、同封の返信用封筒（切手
不要）で返送してください。ご協力をお願いします。
※�コホート研究とは、生活習慣や体質などの違いによ
り、健康状態がどのように変化したかを長期にわた
り調べる研究です
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農業者等緊急支援事業給付金
� 【問合せ】南魚沼市農業再生協議会（農林課内）　☎773・6663

　農業の継続、農産物の安定的な供給、品質の確保
を目的に、原油や肥料、飼料の価格高騰の影響を受
けている市内農業者へ、給付金を支給します。支給
対象となる人には、申請書を送付しましたので申請
期限までにご提出ください。対象だと思われるが申
請書が届かない場合などは、お問い合わせください。

給付対象者
①園芸：�畑の耕作の計が30アール以上の市内農業

者
②畜産：市内畜産業者
③水産：市内水産業者
申請期限　令和6年1月31日㈬

給付金額
給付項目 育成項目 細目 給付単価 限度額

園芸 露地栽培 スイカ、さつまいも、そ
ば、大豆、小麦など 4,000円/10アール

50万円畜産
牛 酪農、食用 19,000円/1頭
豚 食用 3,500円/1頭
鶏 鶏卵、食用 250円/1羽

水産 養殖業 鯉、マスなど
令和3年度と令和5年度の代表となる月の
燃料・電気料・飼料代の合計額を比較し、
算出した差額に12を乗じて得た額の4割

東日本連携・創生フォーラム連携市町の魅力をお届け！
～新幹線でつながる東日本～　　　　　　　　　　　� 【問合せ】商工観光課 観光交流班

� ☎773・6665

　北陸新幹線の延伸を機に、今よりぐっと近くなる沿線自治体の興味深い情報や魅力的な観光スポッ
トなどを紹介します。
 上田市　～「第17回上田城紅葉まつり」「第41回上田真田まつり」～�
　上田を代表する2つのまつりが同時開催！ 上田が戦国時代にタイムスリップ。
　“上田城紅葉まつり”では全国各地の武将隊が集結するステージイベント「戦国GIG 凱－
KACHIDOKI－」のほか、市内のご当地グルメ＆特産品が揃う物産展を開催。
　“上田真田まつり”では、武者行列、決戦劇、鉄砲演武大会などのイベントが開催され、この日の
上田はまるで戦国時代！ 上田城を彩る美しい紅葉とともに、ぜひお楽しみください。

今回紹介する沿線自治体
長野県上田市 観光シ
ティプロモーション課
� ☎0268・23・5408

詳しくは、QRから
ご確認ください。 第17回 上田城紅葉まつり�

日 11月3日（金・祝）～11月5日㈰
会上田城跡公園 やぐら下芝生広場
問一般社団法人 信州上田観光協会
� ☎0268・71・6074

 第41回 上田真田まつり�
日 11月5日㈰
会上田城跡公園
　やぐら下芝生広場・中心市街地
問上田真田まつり実行委員会
� ☎0268・23・5408
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水上 初枝さん〔田中町〕

中澤 正造さん〔奥〕

礒野 和子さん〔原小路〕

内山 マサさん〔天王町〕

和田 マスヰさん〔雷土新田〕

石澤 キイさん〔横新田〕 古藤 イカさん〔二分区〕 神谷 俊江さん〔大木六〕

上村 シヅイさん〔上町1丁目2区〕

富岡 テルさん〔二日町〕

関 マツイさん〔岡〕

⻆山 ヨシノさん〔穴地〕

佐藤 キノイさん〔田町〕

舘野 ヨシエさん〔上町1丁目2区〕

丸山 吉さん〔美佐島〕

戸田 トミイさん〔妙音寺〕

田中 トヨさん〔平沢〕

井口 定勝さん〔天王町〕

根津 カヨさん〔上町1丁目3区〕

山田 ケンさん〔小栗山〕

葊田 幸さん〔奥〕

松田 ミヨキさん〔原小路〕

冨所 タケノさん〔天王町〕

梅澤 濱さん〔大沢〕

100歳 おめでとうございます  ～今年度100歳を迎える
� みなさんのご紹介～

� 【問合せ】福祉課 高齢福祉係　☎773・6667
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　ふるさとワーキングホリデーとは、都市部の大学生や社会人を中心に、地域の仕事に従事しながら余暇
もその地域で楽しんでもらう総務省の事業です。

　南魚沼市でも令和4年から始めており、就労先として市内の農場や宿泊業、飲食業、観光業、製造業者
で2週間就労しながら、休みの日には南魚沼の観光名所を巡り、郷土料理も楽しむというプログラムに
なっています。今回の夏に
は31人もの首都圏を中心
とする大学生に参加してい
ただきました。
　参加の目的として、これ
から就職活動を行っていく
上での「自分探し」のため
や「地方について知りた
い」といった学生がいまし
た。私も昨年、南魚沼のふ
るさとワーキングホリデー
に参加し、今年は運営とし
て関わっているように、今
回参加してくれた学生に今
後も南魚沼に関わってもら
いたいです！

南魚沼市地域おこし協力隊日記

【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

私が運営に携わっ
ている「南魚沼市
ふるさとワーキン
グホリデー」につ
いて紹介します。 田中さん

南魚沼市ふるさとワーキングホリデー

参加した学生たち

林 アイ子さん〔上野〕 清水 ケサノさん〔関〕

※�今年度100歳を迎える人で、氏名・行政区名
の掲載に同意いただいた人のみ掲載（9月6日
現在）

和田 好枝さん〔芋赤〕
関 セツギクさん〔船ケ沢新田〕
中澤 トミさん〔五日町2区〕
長田 マツノさん〔欠之下〕
髙波 常雄さん〔田中町〕
関 キヨノさん〔田中町〕
川上 マツさん〔上町1丁目1区〕
堀江 フヂノさん〔上町2丁目〕
田村 ヨキイさん〔坂戸〕
曳田 テイさん〔早川〕
桑原 キヨノさん〔中〕
青木 春子さん 〔南田中〕

みなさん、いつまでもお元気でいてください
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第

227号

し
た
。
倅せ

が
れさ
ん
達
の
挨
拶
を
遮さ

え
ぎり
（
私
が
言
う

の
が
先
と
た
し
な
め
る
よ
う
に
）
驚
く
ほ
ど
立

派
に
、
威
厳
に
満
ち
て
。
た
だ
ほ
と
ん
ど
の
方

が
「
町
長
さ
ん
」
と
私
を
呼
ば
れ
ま
す
が
。（
こ

の
方
々
に
と
っ
て
市
制
施
行
は
つ
い
こ
の
間
の

話
な
の
で
す
ね
…
）

　
さ
て
共
通
点
の
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
明
る

い
。
そ
し
て
お
か
し
み
を
理
解
す
る
。
話
に
ど

こ
か
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
ご
家
族
は
「
よ
く
笑

い
ま
す
」
と
。
食
事
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ら

れ
る
。
そ
し
て
ど
の
ご
家
庭
で
も
異
口
同
音
に

感
謝
の
心
を
挙
げ
ら
れ
る
。「
あ
り
が
と
う
」

を
忘
れ
な
い
、
加
え
て
「
悪
口
を
言
わ
な
い
」

と
。
私
も
か
く
あ
り
た
い
が
、
汗
顔
、
頭
を
掻

き
た
く
な
る
こ
と
ば
か
り
。

　
最
近
の
厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
、
今
の
高

校
生
の
世
代
は
、
今
日
の
生
活
を
続
け
た
場
合
、

寿
命
は
１００
歳
に
な
る
の
だ
と
か
。
本
当
？
と
思

う
が
、
私
が
幼
い
こ
ろ
例
え
ば
７０
歳
と
い
え
ば

今
よ
り
は
る
か
に
お
年
寄
り
だ
っ
た
こ
と
を
思

え
ば
、
人
生
百
年
時
代
は
確
実
に
到
来
す
る
の

で
し
ょ
う
。
健
康
で
生
き
生
き
と
迎
え
な
け
れ

ば
。
先
輩
を
見
習
っ
て
日
々
の
笑
い
と
感
謝
で
。

で
き
た
ら
同
い
年
の
妻
と
夫
婦
共
白
髪
で
時
の

「
市
長
さ
ん
」
を
我
が
家
に
迎
え
て
み
た
い
な

あ
。

長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

？

　
「
お
前
サ
ン
、
マ
メ
だ
っ
た
か
い
？
」
再
会

を
喜
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た
敬
老
会
が
、
市
内

各
所
で
再
開
さ
れ
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
、

市
内
で
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
は
３７８
人
。

（
昭
和
１０
年
４
月
２
日
～
昭
和
１１
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
み
な
さ
ん
）
１００
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
４２
人
。
あ
の
関
東
大
震
災
が
発
災
し
た
大
正

１２
年
生
ま
れ
の
み
な
さ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
１０１

歳
以
上
の
方
は
な
ん
と
５４
人
お
り
、
最
高
齢
は

１０６
歳
（
大
正
７
年
生
ま
れ
）
の
女
性
で
す
。

（
９
月
６
日
現
在
の
人
数
）

　

私
は
毎
年
、
敬
老
の
日
に
「
百
歳
表
敬
訪

問
」
と
称
し
、
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
に
市
の
お

祝
い
状
な
ど
を
届
け
る
た
め
、
１
日
か
け
て
お

邪
魔
し
て
い
ま
す
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
が
、
市
長
を
７
年
や
っ
て
き
て
多
く
の
１００
歳

の
み
な
さ
ん
に
触
れ
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
何

か
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
長
寿
の

方
々
の
共
通
点
と
で
も
い
う
の
か
。
あ
ま
り
の

元
気
さ
に
驚
く
こ
と
が
多
く
、
そ
し
て
礼
儀
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
服
す
る
こ
と
も
。
着
物
姿
で
、

ま
さ
に
襟
を
正
し
、
玄
関
先
で
は
端
正
に
正
座

を
さ
れ
「
よ
く
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

口
上
を
述
べ
ら
れ
る
方
に
何
人
も
お
会
い
し
ま

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙

市民の動き　令和5年8月末日現在　（　）は対前月比
●人口 53,368人（－46）／男 26,123人（－24）　女 27,245人（－22）　●世帯数 20,204戸（－11）

私の国はこんなところ 　マリは西アフリカの内陸国です。マリ帝国はサハラ砂漠
の横断交易の中心地として、金と塩の都、教育の都、西ア

フリカにおけるイスラム布教でよく知られています。紀元前13年に設立されたサン
コレ大学は、世界初の大学とされています。また、現在、アフリカで綿花の生産量は
第1位、金の生産量は第3位を誇ります。鉱業法の施行が緩やかなため、鉱業への外
国投資が拡大しています。さらに、大モスクやフランス植民地時代の建築物など、文
化的な観光スポットがいくつもあります。国民食はティガ・デゲで、ピーナッツペー
ストとトマトのソースをベースにした料理です。

南魚沼市に住んで感じたこと 　南魚沼では、地域の文化や日常生活にどっ
ぷりと浸っています。たくさんの魅力ある

イベントに参加してきた中で、浦佐裸押し合い大祭は特に印象的な体験でした。
また、南魚沼はスキーやスノーボードが楽しめる特別な場所であることは確か
です。冬のアクティビティはこの地での生活をより楽しいものにしてくれます。
おいしい八色スイカや田んぼのきれいな景色も印象深いです。

シリーズ

第126回
国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～

マリ共和国 　ボカール ディ ビンケ バロ さん

　今回で第55回となった南魚美術
展覧会は、地域の美術の振興と文化
の向上を図るために開催されている

公募展です。9月14日㈭に公開審査が行われ、
出品者や市民など多くの人が来場し、真剣に解
説を聞いていました。

今月の
表紙

　最近、南魚沼市ではクマの目撃情報が多く人身被害
も出ました。クマは車と同じスピードで走る動画を見
たことがあったので知らベてみたら、時速40～60キ

ロメートルで走るそうです。車に乗っていても周囲を注意し
ながら運転しましょう。（T.O）

編集
後記


